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昭和50年 度事業の概要

昭和51年 度事業計画の概要

調 査i 「海外の情報産業」か ら

研 究 開 発

海外ニュース

〈提供 ソフトウェアの概要〉

「POSシ ス テ ム需 要 予測 調査 」 か ら

木 製 家 具 製 造 業 標 準 生 産 管 理 シス テ ム

Unidata以 後 の欧 州 コ ン ビ ュー一夕産 業 界
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調査,研 究開発 標準化等の事業を実施

一一 旧
,二 団 体 の 昭 和50年 度 事 業 一ーーーーー一

当財 団は,さ る4月,旧,㈱ 日本情報処理開発 センター,働 口本情 報開発協会,及 び

間)情報処理研修 センターの三 団体が統合,新 発足 したが,こ れ ら旧三団体の うち日本情

報処理 開発センター,日 本情報開 発協 会の昭和50年 度におけ る事業の概要 を以下に紹介

す る。 なお,旧,情 報処理研修 センターについ ては,す でに前号で紹介 してい るので こ

れ を参照 され たい。

1日 本情 報 処 理 開発 セ ンター

1.調 査

(1)海 外における情報処理および情報処理産業の

実態調査

① 文献 ・資料による調査

海外における情報処理および情報処理産業の実態を

把握するため,諸 外国の新聞,ニ ュース ・レター類

雑誌,海 外調査機関の各種報告書,お よび企業アニュ

アル ・レポー ト等 を収集し,各 国の動向を全般的に調

査するとともに,各 国の政府施策,主 要コンピュータ

・メーカ,コ ンピュータ・サービス産業,市 場の動向

等について調i査しナこ。

報告書 「海外の情報産業」(50-ROO2)

② 調査団の派遣

米国および欧州に第9次 調査団を派遣(米 国:昭 和

50年10月 ～11月,欧 州:昭 和50年11月)し,オ ンラ・f

ンによる情報提供サービス(データ ・ベース)に関し,

提供側,利 用側の両面か らその実態 と動向 を調 査 し

た。

報告書 「海外における情報処理の現状と展望」

(50-ROO1)

(2)経 営計画情報システムに関する基本問題の

調査研究

経営計画情報システムの形成に資するテこめ,企 業の経

営計画における経営科学手法の導入 と利用上の問題点に

ついて調査を進めて きたが,本 年度においては少品種大

量生産の企業をモデルとし,デ ータ・ベースの問題 経

営科学手法の適用業務,シ ステム開発方法および問題向

き言語開発の実態について調査するとともに,会 話型の

問題向き言語開発のための実験研究を行った。

報告書 「経営計画情報システムに関する調査研究」

一 経営情報調査報告書(珊)一(50-ROO5)

(3)ソ フ トウェア産業等に関する動向調査

「電子計算機利用高度化計画」の策定に資するため,

昭和55年 度を目標に開発すべ きソフ トウェア とそ の性

能,ハ ー ドウェアの需要予測,利 用システムの予測等に

ついて調査研究を行った。

(4)総 合貿易情報システムに関する調査

貿易情報の総合的なシステム化をはかるため,昭 和47

年度以来内外貿易関係機関の動向を把握 して,わ が国に

おける総合貿易情報のシステム化の方向,必 要条件等に

ついて検討しているが,本 年度において もこれを継続す

るとともに貿易情報に関するデータ・バンクの調査,イ

ンターフェース(と くにセキュリティ問題)に 関する調

査を港湾経済研究所,セ ンチュリー ・リサーチ ・センタ

の協力を得て実施した。

また,ECE貿 易手続簡素化のための専門家会議(ジ

ュネーブ)で,メ ッセージ交換におけるセキュリティ問

題に関して調査研究の方向を提示したほか,カ ナダ貿易

手続簡素化協会主催のインターフェース国際会議(モ ン

トリオール)等 へ参加し,意 見の交換を行 った。

報告書 「総合貿易情報システム調査報告書(IV)」

(50-ROO6)

(5)繊 維産業のシステム化情報化に関する調査研究

1
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繊維産業の合理化に資するため,前 年度に実施した縫

製業におけるファッション情報システム形成についての

調査研究結果に もとづき,個 別管理を目的とした販売在

庫管理システムの基本設計,マ イクロ・コンピュータの

利用等について 調査研究 を行 った。なお 具体的な作業

は,聞 日本衣料縫製品協会に委託して実施した。

報告書 「繊維産業のシステム化 ・情報化に関する調査

報告書(皿)」(50-ROO4)

(6)メ リヤス工業システム化に関する調査研究

メリヤス工業のシステム化を推進するため,省 力化お

よび管理レベルの向上を目的 とし,小 規模企業への導入

を前提とした生産工程の管理システムの設計を行った。

なお,具 体的な作業は聞 日本ニット組合連合会に委託し

て実施した。

報告書 「メリヤス工業システム化に関する調査研究報

告書」(50-ROO3)

(7)コ ンピュータ・システムの評価に関する

調査研究

将来におけるコンビ。ユータ ・ネットワーク ・システム

のあり方について,と くにネットワーク ・ユーザの立場

か ら調査研究を行っているが,本 年度は欧米におけるコ

ンピュータ・ネットワークの現状 と将来,既 存システム

の技術的問題点およびネ ットワークの効果測定 と安全性

等具体的問題について調査研究を行った。

報告書 「コンピュータ ・システムの評価に関する調査

研究報告書」(50-SOO2)

(8)受 託による調査研究

官公庁等により受託して実施した主な調査研究は次の

とお りで,そ の成果は報告書 としてとりまとめ,そ れぞ

れの受託先へ提出した。

・情報ネットワーク標準システムの作成

……(通 商産業省)

・異機種 コンピュータ間接続の調査研究等

……(日 本電信電話公社)

2.研 究開発

(1)日 本語情報処理システムの研究開発

カタカナ入力による漢字かな溜 り文(日 本語情報)の

取扱いについて研究を行っているが,本 年度は日本語情

報 の 蓄 積,検 索 等 に つ い て 検 討 す る と と もに,カ タ カ ナ

入 力 ・漢 字 かな 湿 り文 出 力 方 式 を応 用 した 技 術 文 献 検 索

シ ス テ ムの基 本 設 計 を行 った。

ま た,こ れ と平 行 して 日本 語 に よ る文 献 検 索 に必 要 な

漢 字 端末 装 置 の コ ン トロール ・プ ログ ラム を設 計 し,一

部 プ ロ グ ラ ムを 作成 した。

報 告 書 「日本 語 情 報処 理 シ ス テ ムの 研 究 開発 」

(50-SOO1)

(2)コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ムの

研 究 開 発

実 用 と実 験 を兼 ね た 「リソー ス ・シ ェア リン グ ・コン

ピ ュ・一夕 ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムJIPNET(JIPDEC

INTEGRATEDPROJECTNETWORK)」 の 開発 を

昭 和48年 度 か ら進 め て い る。

本 年 度 は,① 前年 度 に 開 発 した シス テ ムの評 価 な らび

に基 本 お よ び高 位 プ ロ トコル の 改 良 版 の 規 定,② 改 良 版

基 本 プ ロ トコル に も とつ く,ネ ッ トワー ク ・コ ン トロー

ル ・プ ログ ラ ムの改 良,③ACOS用 ネ ッ トワー ク ・コ ン

トロー ル ・プ ログ ラ ムの作 成,④ ネ ッ トワー クの効 率測

定 等 を 行 うと と もに担 当者 を欧 米 に派 遣 して,ネ ッ トワ

ー クの 詳細 な 技 術 的 問題 点,国 際 的 な 標準 化 の動 向等 を

調 査 し た。

報 告 書 「コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クJIPNETの 研

究 開発 」(50-SOO3)

(3)受 託 によ る 研究 開発

官 公 庁 等 よ り受託 して実 施 した 主 な 研 究 開 発 は次 の と

お りで,そ の 成 果 は報 告 書 として と りま とめ,そ れ ぞ れ

の 受託 先 に 提 出 した。'

・航 空 輸 入 貿易 情 報 シ ス テ ムの 開 発 …(通 商 産 業 省)

・中 央 省 庁 に お け る共 通 ソ フ トウ ェアの 開 発

… …(工 業 技 術 院)

・中 小 企業 向 け標 準 シ ス テ ムの 開 発 等

… …(中 小 企 業 庁)

・商 標 の称 呼 審 査 に関 す る検 索 シ ス テ ムの 開 発

… …(特 許 庁)

・石 油 流 通情 報 シ ス テ ムの 開発

… …(流 通 シス テ ム開 発 セ ンタ ー)

◆沖 縄 海洋 博 覧 会 情 報 シ ス テ ムの開 発 お よ び運 営

… …(沖 縄 国際 海洋 博覧 会協 会)

2
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3.教 育

(1)セ ミナー等の開催

① コンピュータ ・トップセミナー

前年度に引 き続 き,官 公庁の幹部を対象にコンピュ

ータ ・メーカその他の協力 を得て
,ト ップセミナーを

開催した。

第1回:昭 和50年9月17日 ～19日

会場 芝パークホテル(参 加者13省 庁19名)

第2回:昭 和51年1月21日 ～23日

会場 芝パークホテル(参 加者13省 庁18名)

② 研 修

情報処理知識の普及のため,官 公庁 ・団体等よ り委

託を受けて,次 の研修を実施した。

1)国 立試験研究機関職員のための電子計算機プログ

ラミング(科 学技術庁よりの受託,30名13日 間)

2)中 小企業診断士(主 として都道府県の職員)の た

めの情報処理指導コース(中 小企業振興事業団より

の受託,基 礎コース9名20日 間,応 用 コース7名20

日間)

(2)情 報処理教育に関する調査研究

わが国の特殊性を考慮 した情報処理関係要員の企業内

教育体制のあ り方等について検討するため,企 業内にお

ける情報処理技術者の職務内容,資 格,処 遇等について

調査を行 うとともに,調 査員を派遣し,欧 米における情

報処理教育の現状を調査した。

報告書 「企業内情報処理教育に関する実態調査研究報

告書」(50-EOO1)

(3)技 術者試験

通商産業省により実施 されている情報処理技術者試験

に資するため,同 試験制度の改善,向 上の方策について

調査研究をするとともに,試 験実施に際して必要 となる

各種統計表を作成した。

4.標 準 化

工業技術院か ら受託して漢字符号のJIS制 定に必要

な基礎的な調査研究を行っているが,本 年度は現在各分

野で使用されている漢字表 の中か らJIS化 対象字種

6,803字 を選定し,そ れらを情報交換用符号の拡張法を

3

規定したJISC6228に 従って情報交換用符号に変

換した。

5.普 及および広報

(1)ソ フ トウ ェア 指 導 マ ニ ュア ルの 作成 と普 及

当 財 団 です でに 開 発 した ソ フ トウ ェア の適 用 範 囲 を拡

大 し,効 果 的 利 用 を は か るた め,福 岡(6月26日),東

京(11月18日)お よび大 阪(2月9日)に お いて 説 明 会

(参 加 者112名)を 開 催 す る と と もに,新 たに 次 の3種 類

の ソ フ トウ ェア に つ い て解 説書,操 作 説 明 書 の 整 備 を 行

っナこ。

・オ ン ライ ン文 献 検 索 シ ス テ ム(JOLDOR -M)

・汎 用 マ ー ク ・カ ー ド編 集 シ ス テ ム(COMCES)

・ライ ン プ リン タ に よ る図 表 作 成 シ ス テ ム(VIST)

(2)シ ンポ ジ ウム の 開 催

① 前年 後 に 引 き続 き,情 報 処 理 知 識 の 普 及,啓 蒙 を は

か るナこめ,学 識 経 験 者 の 協 力 を得 て経 営 者,管 理 者 お

よび実 務 担 当者 を対 象 に し て次 の シ ン ポ ジ ウ ムを 実 施

し た。

・開 催 場 所 ・期 日

・東 京 昭和50年12月16日 ～17日(参 加 者390名)

・福 岡 昭和51年1月28日 ～29日(〃110名)

・大 阪 昭 和51年2月4日 ～5日(〃200名)

● ア ー マ

講 演 ・最 近 の 欧 米 にお け る情 報 処 理 の 実 態 に つ い て

・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 現 況

・文 書 情 報 処 理 に つ い て 等

パ ネル 討 論

・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの ニ ー ズ
,経 済

性 お よび 問題 点

② 米 国 ス タ ンフ ォー ド研 究所 ケ ネ ス ・ハ ー シ ュバ ー グ

氏 に よ る講 演 会 「ア メ リ カに お け る最近 の シ ス テ ム技

術 」 を 東 京 に お い て 開 催 した。(昭 和50年6月17日,

参 加 者85名)

(3)情 報 化 週 間

政府 が毎 年10月 第1週 に実 施 して い る 「情 報 化 週 間」

の記 念 式典 お よ び作 文 ・論 文 募 集等 政 府 行 事 に対 す る支

援 を行 う とと もに,同 週 間 に協 賛 して 次 の 事 業 を行 った 。

① 総 合 広 報
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情 報 化 週 間 の趣 旨,行 事内 容等 を広 く一 般 に周 知す

る た め,ポ ス ター(一 般 用,車 内 吊 り用),パ ンフ レ

、ソト(行 事案 内),小 冊 子 「く らし と コ ン ピ ュー タ」

(70,000部)を 作 成 す る とと もに,新 聞(日 本経 済 新

聞 ほ か1紙),雑 誌(週 刊新 潮 ほ か2誌),交 通機 関 な

どを利 用 し て 同週 間全 体 に関 す る総 合広 報 を 行 った。

② 展 示 会

当 財 団 お よび(賜生 活映 像 情 報 シ ス テ ム開 発 協 会,㈱

医 療 情 報 シス テ ム開 発 セ ン ク ーの 共 催 で,10月2口 か

ら10月7日 ま で大 丸 東 京店 にお い て,「IYJ[1を ひ ら く

'75生 活 と情 報 化 展 」 を統 一 テ ー マ に
,12の コー ナー を

設 け,コ ン ピ ュー タ,映 像1幾器,医 療 機 器,パ ネル等

を 使 った 展 示 お よび実 演 を行 った。(人 場 者 総 数 約

39,000名)

③ 講 演 と映 画 の 会

情 報 化 週 間 中 に札 幌,金 沢,岡 山,松 山,福 岡の5

都 市 に お い て,地 元 関 係 団体 と協 力 し て 「生 活 と情 報

化 」 に 関 す る講 演 と映 画 の会 を 開催 し た。(参 加 者

640名)

④ 映 画 の 作 成

情 報 処理 知 識 の普 及 の た め一 般 向 け映 画 「子供 た ち

と コ ン ピ ュ'一夕」(16ミ リカ ラ ー25分)を 作 成 した 。

(4)広 報

わ が 国 情 報 処 理 に 関 す る 海 外 向 け広 報 誌 「JIPDEC

REPORTＬNo.24～No.26(各500部),国 内 向 け広 報 誌

「JIPDECジ ャー ナル」(No.22～No.25(各3,000部)

お ・ び 「働 ・ ンデ ・ クス」(N…3-N・24(各2,… ●

部)等 を発行し,広 く関係方面へ配布した。

III日 本情報開発協会

1.情 報化週間の行事

産 業 の情 報 化 と相 ま って生 活 の情 報 化,福 祉社 会 の 建

設,地 域 社会 の 情 報 化,国 際 情 報 の ネ 、ソ トワー クの 形 成

へ と発展 す る もの と して 国民 全 員 に情 報化 社 会 に ふ さわ

しい意 識 を持 た せ るた め 通産 省 を 中心 に実 施 され て い る

情 報 化 週 間 に 参 加 し,情 報 化 促 進 に貢 献 し た 個 人,団

体,情 報処 理 シ ス テ ムの 表 彰 対 象 者 を推 せ ん す る とと も

に 国際 的 に著 名 な 外 国 人 講 師 を中 心 とし て情 報 化 国際 講

演 ・討 論 会 を10月2,3日 に実 施 しt。

ま た,コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィッ ク,コ ン ピ ュー タ映

像 の 展 示,コ ン ピ ュー タ音 楽 録 音 の 演 奏 な ど を 主 と し

て,銀 座 ソニ ー ビ ル8階 ホ ール に お い て10月1日 よ り約

2週 間 に わ た りコ ン ピ ュー タ ・アー ト展 を 開 催 し た。

期 間 昭 和50年5月14日 ～30日 参 加15名

(2}'75NCC米 国 ター ミ ナル シ ス テム 視 察 団

目的'75NCCに 参 加 す る と と もに ター ミナル シ ス

テ ム を 中心 に その ユ ー ザの 利 用 と実 態 に つ き調 査

期 間 昭和50年5月18日 ～6月1日 参 加15名

㈲ リモ ー ト ・セ ンシ ング技 術 渡 米 視 察 団

目的 第10回 りモー ト ・セ ン シ ング 国 際 シ ンポ ジ ウ ム

へ の 参加 な らびに 米 国 お よ び カ ナ ダの リ モー トセ ン

シ ング関 連 施 設,研 究 機 関 等 の 視 察 調 査

期間 昭和,。?、。月,日 一、、日 参加4名 ●

(4)POS利 用状況調査

目的POS実 用化状況につき米国 ならびに 欧州各国

の主要百貨店,ス ーパース トア,専 門店等を視察調

査

期間 昭和51年1月18日 ～2月6日 派遣3名

2.海 外調査団の派遣

{1)訪 米 マ イ ク ロ ・プ ロセ サー お よ び コ ン ピ ュー タ利 用

研 究 調 査 団

目的 米 国 に お け る マ イ ク ロ ・プ ロセサ ー お よ び コ ン

ピ ュー タ利 用 の現 状 と問題 点 な らびに将 来の 利 用 開

発 活 動 に つ い て の 調査 研究 。

3.調 査研究活動

ωPOSシ ステム利用推進に関する調査研究

POSシ ステムが,わ が国の流通システムないし卸

業 ・小売業な らびに関連産業に与えると予想される影

響の重要 さに鑑み,POSシ ステム実用化のtめ の基

本的諸問題を大局的な見地か ら検討し,必 要な提案等

4



∫IPI)ECジ ャー ナ ル

を行うことを目的 とし欧米におけるPOS利 用の近況

およびわが国におけるPOS導 入店の実態を調査する

とともにPOSシ ステムに関連するオンライ ン化 問

題,信 用情報システム問題を調査研究しナこ。また将来

のPOS導 入マニアル作成およびPOS需 要調査のた

めの関連予備調査を行 った。

報告書

○ 「POSガ イ ド・ブ ック」

○ 「POSの 常識」

○ 「POSシ ステム需要予測報告書」

○ 「POS海 外事情調査報告書」

② 情報処理教育等に関する調査研究

半導体を素子 とするマイクロ・プロセサーは,マ イ

クロ・コンピュータの心臓部 となるもので超小型 ・軽

量 ・低消費電力 ・低価格等を特徴 としてその豊かな可

能性のゆえに電子工業 ・機械工業だけでな く社会的に

多大なインパクトを与える新技術 ・新システム・新商

品 として応用範囲も今後飛躍的に拡大されることが予

想 される。

このような状況において,ど のメーカに も共通する

基本的な知識や技術について十分な理解が得 られるよ

う配慮しなが ら重要な応用技術である 「制御」につい

て発想 ・機能 ・技術等従来と異なった開発を考えて行

かなければな らない。 このため全くオリジナルな見地

か らマニ ュアルを開発した。

マニ ュアル

○ マイクロ・プロセサー基礎編

○マイクロ・プロセサー応用編(制 御への応用)

(3)シ ステム監査に関する調査研究

システム監査の手法についてガイ ドライ ン を作 成

し,こ れによりシステムの安全性 ・信頼性 ・効率性等

の監査を可能にし,コ ンピュータ活用のデメリットの

事 前 防止 を は か る と と もに,よ り一 層 の 利 用 の 高 度化

お よ び メ リ ッ トの 増 大 をは か る こ と を 目的 と し 「シス

テ ム監 査 チ ェ ッ ク リス ト」 を作 成 した。

報 告 書

○ 「わ が 国 にお け る シ ス テ ム監 査 の あ り方 」

㈲ マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ に関 す る テ ク ノ ロ ジー ・ア

セ ス メ ン ト調 査 研 究

マ イ ク ロ ・コ ン ヒ。ユ一 夕の 産 業 な らびに 国民 生 活 に及

ぼ す影 響 を定 性 ・定 量 的 に 分 析 検 討 し,そ の対 応 策 に

つ い て研 究 す る こ とを 目的 と し た通 産省 工業 技術 院 の

委 託 を受 けて 調 査 研 究 を実 施 し報 告 書 を ま とめ た。

報 告 書

○ マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ に関 す る テ ク ノ ロ ジー ・ア

セ ス メ ン ト

4.普 及 お よびサ ー ビス活 動

(1)コ ンピュータ白書の発行

コンピュータ白書は監修委員会,専 門委員会のもと

でとりまとめられ,コ ンピュータ産業の動向,コ ンピ

ュータおよび情報産業政策,コ ンピュータの利用状況

等情報化社会への展開過程をコンピュータを中心 とし

て追求し会員会社,団 体および関係方面に配布した。

② 会員例会,会 員事例研究会等の開催

維持会員を対象として,会 員相互の親睦と業務に役

立てるため毎月1回 程度,官 庁,大 学,民 間もしくは

外国人講師を招き,時 宜に適 した問題を取 り上げ会員

例会を開催した。

以上,昭 和50年 度に実施した事業の成果はそれぞ

れ報告書等に とりまとめられているが,頒 布価格等

については,巻 末の報告書一覧表を参照 されたい。

5一
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昭 和51年 度 事 業 計 画 概 要

当財団の50年 度事業の成果については,1～5ペ ー ジに紹 介した とお りであ る

が本年度事業 については,50年 度に ひ きつづ き,ほ ぼ同様 の事業を実施 する こと

としている。以下 はその概要で ある。

1.情 報処理に関する調査研究開発

(1)一 般調査研究

①海外における情報処理および情報処理産業の実態調査

資料の収集および調査団の派遣により,各 国政府の

情報処理施策,ソ フ トウェア,ハ ー ドウェア産業等の

動向および各種情報処理技術の実態等について調査を

行 う。

②わが国の情報処理に関する動向調 査

わが国謝 幾関における[IIチ報処理に関する研究開発の

実態,社 会情報システムのニーズとシステム化の環境

等の問題,情 報化基盤に関する諸問題などについて調

査検討する。

③情報処理および情報処理産業に関する基礎資料の収集

・提供

情報処理に関する内外の新聞,雑 誌,逐 次刊行物等

の資料を整備し,内 部の調査,研 究,開 発に活用する

とともに,広 く外部の利用に供する。

(2)特 定テーマの調査研究

①経営計画情報システムに関する基本問題の調査研究

多品種少量生産の企業をモデルに経営計画情報シス

テム形成に必要となる計画立案および意思決定プロセ

スの分析 と情報システムの設計を進めるとともに,会

話方式による分析手法の選択,デ ータ ・ベースの構築

などサポー ト・システムについて調査研究を行 う。

②総合貿易情報システムに関する調査研究

総合貿易情報システム形成に資するため,メ ッセー

ジ交換におけるセキュリティー問題の調査および海運

貨物取引を中心 とした情報システムの具体的分析を行

うとともに,内 外関係機関 との情報交換を行い,そ の

動向を調査する。

③国際情報ネットワークに関する調査研究

わが国を中心 とした国際情報ネットワークの実現性

を 検 討 す るた め,諸 外 国 の 国際 情 報 ネ ッ トワー ク構 想

具 体 化 に関 す る基 盤 問題,開 発 コス ト,技 術 的 問題 等

に つ い て調 査研 究 す る。

④ コン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 評 価 に 関 す る調 査 研 究

情 報流 通 を主 体 とし た将 来 に お け る コ ン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム の あ り方 を明 らか に す る た

め,本 年 度 は よ り多 角 的 な立 場 か ら社 会 装 置 として の

コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム形 成 の ア セ ス メ ン ト,わ が 国

の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム形 成へ の提 言 を行 う。

⑤ シス テ ム ・コ ス トの 計 上,賦 課,評 価方 式 に関 す る調

査 研 究

情 報 処 理 シ ス テ ムの コ ス ト・パ ー フ ォー マ ン ス の 向

上 に 資 す るた め,コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム ・コ ス トの

明 確 化,部 門 コス トの 門己分,ネ ッ トワー ク内 コス ト配

分,コ ス ト評 価 につ い て の 標 準 方 式 を 定立 す る。

⑥ シ ス テ ム監査 に関 す る調 査 研 究

情 報処 理 シ ス テ ムの 効 率 的 運 用 を 図 るた め,コ ン ピ

ュー タ ・シ ス テ ム監 査 の 定 義 づ け を 行 い,そ れ に と

もな う トップ,コ ン ピ ュー タ部 門,監 査 役,内 部監 査

人等 の役 割 り,関 与 方 法 等 を 明 確 に す る と と もに,

シ ス テ ム監 査 の具 体 的 方 法 論 に つい て 調 査 研 究 を 行

う。

⑦ オ ン ライ ン情 報 処 理 促 進 に 関 す る調 査

わ が 国 の情 報 処 理 シ ス テ ムの オ ン ライ ン化 推 進 に 資

す るた め,内 外 の 資料 を 収集,分 析 し て,オ ン ラ イ ン

化 の 際 の 諸 問 題 に つ い て検 討 す る と と もに,需 要 動 向

調 査 を実 施 す る。

⑧ マ イ クロ ・プ ロ セ ッサ ー の応 用 普及 に 関 す る調 査

マ イ ク ロ ・プ ロ セ ッサ ー の応 用 の た め の調 査 研 究 を

行 い,普 及 の た め の マ ニ ュア ル を 作 成 す るほ か,マ

イ ク ロ ・プ ロセ ッサ ーの 利 用 お よ び適 用分 野 拡大 の た

め,「 研 究 会 」 を実 施 す る。

⑨ アパ レル産 業 設 備 状 況 調 査

アパ レル産 業 の シ ス テ ム化 とそれ に 伴 う生 産 設 備 に

6-一 一
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ついて調査分析し,シ ステム導入の方法,刊 頓等の検

討および生産設備の需要構造の解明 とその改善向上の

具体的内容の分析を行い,シ ステム化導入の方策を提

示する。

⑩ メリヤス工業システム化に関する調査 ・研究

昨年度作成した多品種少量生産モデルシステムを企

業活動全体および,業 界における商品企画,生 産,流

通 といった一連のプロセスの中で位置づけ,上 位シス

テムとの結合などシステムの拡張性を考慮した生産流

通システムの設計 ・開発を行い,導 入のための実施案

を作成する。

(3)研 究 開発

① 日本 語 情 報 処 理 シ ス テ ムの 研 究 開 発

前 年 度 に引 きつづ きカ タ カ ナ で入 力 し,漢 字 カ ナ湿

り文 に変 換 し た 日本 語 情 報 を効 果 的 に 蓄 積,検 索 等 を

行 うた め の,ソ フ トウ ェア技 術 に関 す る実 験 を科 学 技

術 文 献 を事 例 とし て実 施 す る。

② コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムの 研 究 開 発

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの高 度 な 利 用 法 に 対 す

る技 術,例 え ば,異 機 種 間 の デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ェア

リン グ や 自動 的 な リソ ー ス の割 当等 の機 能 の 開 発 を中

心 に,外 部へ の拡 張 も考 慮 し,よ り総 合 的 な 見 地 か ら

JIPNETの 評 価 を行 う。

③TPBSの 開発 に関 す る研 究

複 合 的 な社 会 ・経 済 問題 を解 決 す るた めの 手 段 と し

て,NationalTPBS(Targetsetting,Policymodel

Building&SchedulingSystem)サ ブ ・シス テ ム

PACS(PublicAcceptanceofConsensusSystem国 民

的 容 認 シ ス テ ム)を 開 発 し,前 年 度 に 開 発 し たNIEDS

(NewIndicationsEarlyDiscoveringSystem新 兆

候 早 期 発 見 シ ス テ ム)を 組 込 み,ト ー タ ル ・シ ス テ ム

を完 成 す る。 また,TPBSを 自社 へ 適 応 させ る 技術

を研 修 させ る ため の 研 究会 を 開催 す る。

(4)受 託調査研究開発

・海外における周辺装置の動向調査

・欧米における文献検索システムの動向調査

・航空輸入貿易情報システムの開発

・中央 省 庁 にお け る共 通 ソ フ トウ ェアの 開 発

・中 小 企業 向 け標 準 シ ス テ ムの 開 発 等

2.情 報処理に関するコンサルテーシ ョン

等の実施

コン ピ ュー タお よ び開 発 され た ソ フ トウ ェアの利 用 を

促 進 す るた め の コ ン サル テ ー シ 。ンな らびに 関 連 す るシ

ス テ ム設 計,プ ログ ラ ミン グ,デ ー タ処 理 サ ー ビス等 を

行 う。

3.情 報処理 に関する教育

(1)情 報処理研修の実施

Q)上級情報処理技術者等の養成

上級情報処理技術者,情 報処理部門の管理者および

情報処理技術者を教育する者等を養成するため,企 業

等 より派遣の研修生を対象に 「SEコ ース」等6コ ー

ス,34講 座の研修を実施する。

②コンピュータ啓蒙講座の開催

都内および近郊の中学校教員,中 学生を対象 とする

「コンピュータ啓蒙講座」,全 国各地の高校生を対象

とする 「コンピュータ講座」および実務家等を対象 と

する 「移動教室」 を開催する。

(2)情 報処理教育に関する調査研究

①海外における情報処理要員の教育実態調査

海外における情報処理技術者の教育 ・養成の実情を

現地調査するとともに,欧 米諸国の情報処理要員教育

の資料等を収集し,わ が国の情報処理教育への適用等

について調査する。

②情報処理技術者の実態調査

官庁,民 間企業等において,情 報処理部門に従事す

る専門および関連部署の職員を対象にその職務内容,

当該職務に要求 される知識,能 力等実態について調査

を実施する。

③情報処理技法の調査研究

上級情報処理技術者等の養成事業における研修内容

を社会のニーズに対応したものとするため,グ ラフィ

ック・ディスプレイの有効利用等5テ ーマについて検

討 し,そ の結果をもとにコースの新設 ・教材の開発等

7
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を行 う。

④上級情報処理技術者育成指針の作成

本年度より2カ 年計画で,こ れまでに作成 した中級

および企業内教育育成指針 との関連を考慮した上級技

術者育成指針を作成する。

4.情 報処理に関する奨励,普 及,啓 蒙

(1)研 究奨励金の交付

情報処理の高度化および適用分野の拡大に寄与する新

しい理論な らびに技術の研究開発を積極的に助成するた

め,優 秀な研究成果をあげた企業,大 学,個 人 等 に対

し,奨 励金または報奨金を交付する。

(2)普 及 ・啓蒙

①シンポジウムの開催

経営者および管理者を対象とした情報処理シンポジ

ウムを東京ほか2都 市において現地の行政機関,経 済

団体等の協力を得て実施する。

②コンピュータ ・トップ・セミナーの開催

官公庁および関連団体の トップマネージメン ト層を

対象に,コ ンピュータとその利用に関する知識 概念

を習得させるためのセ ミナーを年2回 開催する。

③講習会の開催

官公庁,団 体などから情報処理に関する研修を受託

し,情 報処理に関する知識の普及ならびに技術者の育

成をはかる。

④ ソフトウェア指導マニュアルの作成 と普及

当財団が開発したソフ トウェアの申か ら,汎 用性に

富み利用効果の高い ものを選定し,解 説書,操 作説明

書ならびに広報用パンフレットを作成するとともに,

東京および地方において説明会を開催し,ソ フ トウェ

アの利用を啓発する。

⑤情報処理技術者試験制度に関する調査および広報

通産省の実施する 「情報処理技術者試験」の円滑な

推進,な らびに充実をはかるため,調 査,広 報等各種

活動を通じて政府に協力する。

(3)情 報化週間行事

国民の情報化に対する正しい理解 と認識を 高 め るた

8

め,10月 第1週 の情報化週間の期間中,関 係団体 と協力

して次の事業を行 う。

①総合広報

ポスター,行 事案内,小 冊子等の作成および配布,

映画の作成,交 通広告,新 聞,雑 誌広告,報 道機関に

対するパブ リシティ等により情報化週間の総合的なキ

ャンペーンを行 う。

②情報化国際講演 ・討論会

内外の有識者を講師 として,東 京において,情 報化

週間国際講演 ・討論会を開催する。

③展示会の開催

情報化週間中情報化に対する理解 と認識を高めるた

めの展示会を東京において開催する。

④ コンピュータ・アー ト展

情報化週間中,東 京において,コ ンピュータ ・コン

トロールによるコンピュータ ・アー ト展を開催する。

⑤講演 と映画の会

情報化週間中,地 方の5都 市において地元機関の協

力の もとに情報化に関する講演と映画の会 を開 催 す

る。

(4)広 報

①情報処理に関する国内向け広報

JIPDECジ ャーナル(年4回),海 外情報インデッ

クス(月1回)お よびコンピュータ白書を発行する。

②わが国情報処理産業の実情についての海外向け広報

JIPDECREPORT(年3回)お よび英文コンピュ

ータ白書を発行する。

③映画,教 育用スライ ド,各 種出版物等の頒布

当財団の作成した各種の普及 ・啓蒙用の映画,教 育

スラ・fドな らびに同テキス ト,事 業成果報告書等を広

く一般に頒布する。'

5.情 報処理に関する国際交流

NCC(英 国),GMD(西 独),IRIA(仏),

ADAPSO(米 国)等 海外情報関係機関 と情報交換を行 う

とともに,海 外の日本人 との情報流通の合理化,効 率化

等について研究する。また必要に応 じて欧米に視察団,

研修団を派遣する。

σ

○

●

q
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注 目 され る多 国籍企 業 の動 向

「海 外 の 情 報 産 業 」 か ら一一一一

コンビュータを中心 とす る情報処理関連産業は,す でに一大産業分野 として確立 してお り,

最近の深刻な不況 にお いて も他産業 に比べればその影響は小 さか った。 しか し,こ の巨大産業

は,世 界的 にみ て米国籍企業 による超寡 占体制にな ってい る。なかで も世界 の コンピュータの

6割 以上 を牛耳 るIBMの 力 は強大で,世 界の コンピュー タ産 業の足 どりは この巨人 に対す る

戦 いの歴史で あるとい って も過言で はない。

当財 団では,海 外の情報処理お よび情報処理産業の実態調査 を行 ってお り,例 年 「海外 の情

報産業」 として とりまとめてい る。本 年3月 付で刊行 した同書(50-ROO2)は,1975年 の海外

各国の情報産業の状況 を分析 した ものであ る。以下,IBMを 中心 とした米 国コ ンピュータ産

業の動 き,コ ンピュー タ ・サー ビス産業お よび電気 通信 分野の動向,さ らに欧州主要 国におけ

る動 きな どを中心 に,海 外の情報産業 をめ ぐる最近の潮流 を紹 介 しよ う。

,

1.典 型 的 多 国 籍 企 業IBM

1975年,IBMは 総 売 上 高144億3,654万 ドル,純 益 は

19億8,988万 ドル に達 し,前 年 実 績 比 で そ れ ぞ れ13.9%,

8.3%の 増 加 を示 し た。 世 界 的 な 不 況 で売 上 げ,利 益 の

成 長AO-一 スが 多 少 低 下 した とは い う もの の,IBMの 企

業 成 長 は止 ま る ことを 知 らぬ よ うで あ る。

一 昨 年 の 時 点 で,す で に わ が 国 の 一般 会 計 予算 の%に

も達 し てい たそ の 売 上 規 模 は,昨 年 さ らに増 大 し,利 益

額 も20億 ドル の 大 台 に せ ま った。10億 ドル の利 益 レベ ル

に 達 す るま で お よそ60年 か か った ペ ー ス か らす れ ば,こ

こ5年 間 のIBMの 収 益力 は 信 じ難 い ほ どの急 速 な 成 長

ぷ りを み せ て い る こ とに な る。

この 経 営 内 容 を大 き く支 え て い るの が海 外 事 業 で あ

る。75年 の 海外 事 業 に よ る収 入 は72億7,147万 ドル,純

益 は11億571万 ドル に達 し,売 上 げは 初 め て 国 内事 業 に

よ るそ れ を上 回 り,純 益 は71年 以 来 連 続 して 国 内 を上 回

る こ と とな った。

155億 ドル の 総 資産 を持 ち,28万9,000名 の 従業 員 を擁

し て世 界120数 力 国 で企 業 活 動 を展 開 して い る この企 業

は,ま さに典 型 的 な 多 国企 業 で あ る とい え る。 一 昨 年 の

組 織 大 改 革,昨 年 の 海 外 組 織 改編 を経 て形 づ く られ た現

在 の 企 業 体 制 は これ を 如 実 に物 語 って い る。IBMの 組

9

織 は,綿 密 に立 て られ た 同 社 の 長 期 企 業 戦 略 の 一端 を示

す もの で あ る。

FS(FutureSystem)の コー ド・ネ ー ム使 用 の 破 棄 と,

そ れ に連 な る各 種 の370シ リー ズ延 命 策 の 展 開 の 一 方 で,

IBMはSNA(SystemNetworkArchitecture)の 拡 充

を含 む実 質 的 な 次 期 シ ス テ ムの 発 表 準備 を,小 型 機,周

辺 機 器 分 野 で行 った 。 シス テ ム370/158,168,115,125

の機 能 拡 張,VSPCな どの プ ログ ラム ・プ ロダ ク ツの

発 表,さ らに は138,148の 発 表 な どは 前 者 に,そ して

シ ス テ ム/32,3850テ ー プ ・ラ・イブ ラ リー,3800ノ ンイ

ンパ ク ト ・プ リ ンタ,さ らに シ ス テ ム/7の 機 能 拡 充 な

どは 後者 に 位置 づ け られ る。 ・

IBMを め ぐる独 禁 法 係 争 も注 目 され る ところ で あ る

が,75年 はTelex,MarshallIndustriesが 示 談 に同 意

しナここ と,そ し て 司法 省 との 係 争 の 公判 が開 始 され た こ

とに よ り,新 たな 局 面 に入 った。IBM/司 法 省 の独 禁

法 係 争 の 行 方 は,当 のIBMの みな らず 業 界 各 方 面 に影

響 を及 ぼ す こ とは 必至 で あ るが,IBMは 株 主 総 会 の 席

上 同 意 審決 の た め の交 渉 の意 思 もあ る こ とを表 明 し てお

り,業 界 観測 筋 の 中 に は,IBMの 組 織 再編 の背 景 の 一

つ と して,こ の 司法 省 との示 談 の た めの 準 備 が 含 まれ て

い る とみ る 向 き もあ る。 、
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巨 人IBMの ま わ りで 、小 人 。X達は,リ セ ッシ 。ンの

中 で利 益 を 守 り,巨 人 との戦 いの 中 で 自己 の 基 盤 の 強 化

・拡 大 を図 った が,75年 は この小 人 達 の申 で まt:一ー一'つ悲

劇 が お こ った 。Xeroxの コン ビ=一 頃タ本 体 事 業 撤 退 で あ

る。 さ らにPOSタ ー ミナル の パ イ オ ニ ア で最 大 の シ ェ

ア を有 す るSingerが 年 未 に な ってEDP事 業 か らの撤

退 を発 表,POS分 野 は世 界 的 規 模 で の再 編 が 始 ま っ

た。

周 辺 機 器 分 野 では,各 種 の 大 容 量記 憶 装 置が 現 実 の も

の とな っ て きた こ と,ウ ィ ン チ ェス タ ー型 の大 容 量 低 コ

ス ト ・デ ィス クの発 表 が 相 次 い だ こ とな どが あ げ られ る

が,IBMの 周 辺 機 器 の 開 発 とア ナ ウ ンス が従 来 に比 べ

一 段 と速 ま った こ とに よ り
,IBMプ ラグ ・コ ン パ テ ィ

ブ ル周 辺 機 器 メー カー に と って キ ャ ッチ ・ア ップが 困難

に な って きナこことが 注 目 され る。

2.NIS志 向 を強 め る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業

ADAPSO(米 国 デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 協会)の 調 査

に よ れ ば,1974年 の 米 国 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 の

規 模 は33億 ドル で,今 後 内外 での 競争 が 激化 す る とみ ら

れ る もの の,80年 に は73億 ドル へ と年 平 均14%の 成 長 が

見込 ま れ て い る。(図 一1参 照)

最 近 の注 目 され る動 向 とし ては 次 の よ うな こ とが あ げ

合計33億 ドル

られ る。 ① ミニ ・コ ン ピ ュー タ お よ び小 型 ビジ ネ ス ・シ

ス テ ム との 競 争 が 問 題 に な って きた こ と。 ② マル チ ・サ

ー ビ ス ・ベ ン ダー(MSV)が 主 流 に な りつ つ あ る こ と
。

③ コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス を 始 め るユ ー ザ ー が現 れ て き

た こ と。 ④ サ ー ビ スの 主 流 は,バ ッチ ・サ ー ビス か らN

ISへ と移 行 しつ つ あ る こ と。

ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジは,'74年 売 上 高 は5億 ドル

に達 し,今 後 と も高 い 伸 び率 を 示 し,'80年 に は131億 ド

ル に な る もの と予 想 され て い る。 需 要 の 高 ま って い る も

の とし ては オ ン ラ イ ンお よ び デー タ ・ベ ー ス ・マ ネジ メ

ン ト機 能 を持 つ もの,お よ び小 型 計 算 機 向 けの シス テ ム

㌫ ㌻二鴬ll㌫ ㌶ 竺工ご竺:e
エア ・マ ネ ジ メン ト,バ ン キ ン グが 各70万 ドル と,こ れ

らが特 に 多 い が,伸 び率 を み る と財 務 ア プ リケ ー シ 。ン

・パ ッケ ー ジ が特 に大 きい のが 注 目 され る。

現 在流 通 し てい るパ ッケ ー ジ を ア プ リケー シ ョン別 に

分 類 す る と,銀 行 お よ び金 融,科 学 技 術 計 算,ア カ ウ ン テ

ィン グが 多 い 。使 用 言語 別 では,ア セ ンブ ラが 最 も多 く

374本 に達 してお り,ハ イ レベ ル 言 語 ではCOBOLが342

本 と最 も多 い。FORTRANの パ ッケ ー ジ は185本 で こ

れ らと比べ る と ぐん と少 な くな り,BASIC,PL/1,APL

な どの パ ッケ ー ジは 微 々た る もの に す ぎな い。

叫 泣:100万 トノい
1980年

合計73億 ドル

e

注)*教 育,シ ステム ・セキュ リテ ィ,第3者 メンテナ ンスの合計(第3者リー ス,中 古 コ ンピュータは含 まない)

図 一1米 国 の コ ン ピ ュ・一夕 ・サ ー ビス市 場 規 模 推 移 予 測('ア4年 ～'80年)

-10一
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3.新 サ ー ビス が 相次 ぐデ ー タ通 信 分 野

1974～75年 は 米 国 の デ ー タ通 信 分 野 で,幾 つ かの 重 要

な 動 きが み られ た。 商 用 の パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 開

始,AT&Tの デ ー タホ ン ・デ ィジ タ ル ・サ ー ビ ス(D

DS)の 導 入,そ し て 国 内衛 星 通 信 サ ー ビ スの 開 始 な ど

で あ る。 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス に よ っ て,利 用 度 に 応 じ

た 料金 体 系(usage-basedcharges)力 河 能 に な り,デ ィ

ジ タル ・サ ー ビ スの 導 入 は イ ン タ ー フ ェイ スの 単 純 化 を

もた らし,独 立 系 通 信 会 社 は 特 別 サ ー ビ スの 提 供 に力 を

注 ぎサ ー ビ ス提 供 都 市 の 拡 大 に 熱 中 して い る。 国 内 衛 星

通 信 サ ー ビ スは,も っ と数 多 くの 衛 星 が 打 上 げ られ サ ー

ビスが 拡 大 され るに 伴 って,長 期 的 か つ 多方 面 に大 きな

影 響 を与 え る よ うに な ろ う。

こ うした 一 連 の 動 きに 拍 車 を か け るか の よ うに,コ ン

ピ ュー タ産 業 界 の 巨 人IBMが 着 々 と国 内衛 星通 信分 野

進 出 の 地 固 めを して い る。 一 方,AT&Tは80年 を め ど

に,「 付 加 価 値 通 信 プ ロ セシ ング ・サ ー ビス」 の提 供 を

計 画 して お り,こ れ はIBMのSNA(シ ス テ ム ・ネ ・ソ

トワー ク体系)に 対 抗 す るよ うな もの にな る とい われ て

い る。

AT&TのDataspeed40論 争,そ してIBMの 国内 衛

星 通 信 事 業参 入 計 画 で一 挙 に表 面 化 し た観 の あ る両 者 の

(1)台 数 比*

CDC
O.2%

その 他

28.lf'o

醗
!㍗ 鐘 IBM

lL2%

ICL

12.5θ θ

Burroughs
26.5%

戦いは,コ ンピュータと通信の相互依存関係が深まるに

つれてますます顕著な ものとなるとみられ,終 極的には

AT&TとIBMと い う二人の巨人の全面的競合 とい う

事態が発生する可能性も考えられる。一方,通 信事業の

規制当局であるFCC(連 邦通信委員会)は,自 由競争

の場であるデータ処理 と規制下のサービスである通信と

の問に,現 実にみあった形で明確な一線を画するべ く,

新たな動きをみせている。

4.堅 実 な伸 び を示 す 英 国 コ ン ピ ュー タ市 場

英 国 の コ ン ピ ュー タ市 場 は,他 の 市 場 が 経 済 不況 の あ

お りで沈 滞 して い る一 方 で,74年,75年 と も意 外 な 伸 び

を示 し い る。 在 英 米 大 使 館 に よ る と,英 国 に お け る74年

の コン ピ ュー タ販 売 高 は10億1,200万 ドル に達 し,73年

よ り1億6,550万 ドル増 大 した。 さ らに75年 に は74年 に

比 べ15%増 大 し て11億6,300万 ドル に の ぼ る と見 込 まれ

て い る。

コ ン ピュー タ設 置 台数 は,産 業 省(DOI)の 統 計 に

よれ ば,74年 末 で13,143台,金 額 に して11億9,900万 ポ

ン ドに 達 して い る。 図一2は 英 国 コン ピ ュー タ市 場 を メ

ー カー 別 に み た もの で あ
。

英 国 で も ミニ ・コ ン ピ ュー タの 伸 び は著 し く大 き く,

(2)含 蓄頁1'ヒ

懇

IBM
37.7%

ICL

31.7クo

運焼

英 国 その 他O.sr'o

〈注〉

*Burroughsの シ ェア に は 銀 行 に導 入 され て い る

L2000タ ー ミナル3,000台 が 含 まれ て い る

*.*CTL,Plessey,Digico3社 を含 む

***DEC,XeroxData,Philips3社 を含 む (DOI調 べ)

図 一2英 国 に お け る メー カ ー 別 シ ェ ア(VRC,銀 行 タ ー ミナ ル含 む)一'M年 末

一11一
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図 一3欧 州 の主 要 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス

市 場 規 模 推 移('74～'79年)
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今 後 ま す ま す 多 くの サ プ ラ イ ヤー が 特 別 な 要 求 に 応 えた

多数 の パ ッケ ー ジ化 され た ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム を提 供 し

て く る と予 想 され て い る。 しか し この と ころ ミニ ・コ ン

ピュー タ以 上 に注 目 され てい るの が,マ イ ク ロ プ ロ セ ッ

サ あ るい は マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ で あ る。 特 に 半 導 体 メ

ー カー に よ るLSI技 術 の 開 発 に よ
って,今 後 英 国 で も

マイ ク ロ コ ン ピュー タが ブ ー ムを 迎 え る もの と期 待 され

てい る。

英 国唯i－の 本 体 メ・一ーカー-ICLは,新 シ リー ズ2900の

受 注 が 好 調 で,政 府 か らの 助 成金 は も うす ぐ不 必 要 に な

る との 見 解 をICL自 身 が表 明 して い る。 他 の 欧 州主 要

メ ー カ ・-3社 がUnidataを 結 成 した 当 時,「 バ ス に乗 り

遅 れ る」 の で は な い か とみ る む き もあ った が,ど うや ら

現 時 点 で は 欧 州 で成 功 し てい る唯 一 の 本体 メー カ ー とい

え る よ うで あ る。

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス産 業 は,近 年 順 調 な 伸 び を示

し て い る が,欧 州 の 他の 主 要 市 場 に 比較 す る とま だ市 場

規 模 が小 さい こ とや,英 国政 府 の 助 成 策 が ハ ー ドウ ェア

に 片 寄 りす ぎて い る点 な ど 問題 も指 摘 され て い る。 図一

3は 英 国お よ び欧 州 の 主 要 コ ン ピュー タ ・サ ー ビス市 場

の 規 模 の 推 移 で あ る。

タ ラ ス1

クラ ス2

ク ラ ス3

ク ラ ス4

7,000-21,000

1,400-7,000

250-1,400

50-250

(単位:千 フラ ン)

(COTTI言 彫く)

図 一4仏 の 価 格 別 コ ン ピュー タ設 置 台 数

(1975.1.1)
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(SiemenS調 べ)

図 一5西 独 の メー カ ー別 コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

('74年 末,金 額 比)一 単 位:100万 マ ル ク ー

5.新 たな 企 業 再 編 が 進 む 欧 州 大陸

1973年7月,仏CII,西 独Siemens,オ ラ ン ダ

Philipsの3社 は,圧 倒 的 に 強 大 な 米 国勢 力,よ り正 確

に い え ばIBMに 対 抗 す るた め,欧 州 連 合組 織Unidata

を結 成,統 一 シ リー ズ7000の 開 発 に着 手 し た。 しか し74

年 後半 か ら3柱 間 の 歩 調 の 乱 れ が 表 面 化 し始 め,Uni－
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表一1各 国 の

国 名 巨 ⇒

コ ン ビ ュ タ 設 置

金 額 調査 年月 日

国

国

国

独

ン

ク

[

ド

ー

ダ

ア

ン

ダ

連

ル

コ

ア

ド

ル

ン

湾

ク

ト

ン

ア

ン

ア

三

・
∵

・
∵

ジ
シ
"

㌻

∵

㌫

㌔
〔
∵

・
て

ナ

∴

。
㍑

ラ
∵

,
㌫

米

英

仏

西

ス

デ

ノ

ブ

イ

オ

オ

ス

カ

ソ

ブ

メ

オ

イ

シ

フ

台

イ

ク

レ

シ

ヨ

サ

例

四

即

題

⑩

⑥

㎜

謝

謝

⑳

m

⑰

蜘

㎜

路

面

姻

拠

好

皿

m

B

u

60

5

5

肪

π

7

&

凪

L

5

2

2

▲

&

L

L

334億6300万 ドル

10,613百 万 マル ク

37億2000万 ドル

19,252百 万 マル ク

6億5000万 ドル

2億8000万 ドル

2億4000万 ドル

1億2000万 ドル

18億5600万 ドル

9億9000万 ドル

dataは 統 一 シ リー ズ の 完 成 をみ な い まま 崩 壊 へ の道 を た

ど った。(そ の 後 の 動 向 に つ い て は本 号 海外 ニ ュー ス欄

参 照)

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 界 で も再 編 劇 は75年 に一 つ

の 山場 を迎 え て い る。 欧 州 最 大 規 模 の コ ン ピ ュー タ ・サ

ー ビス会 社 ,CAP/Sogeti/Geminの 誕 生 で あ る。 さ ら

に仏 で は,産 業 省 の周 辺 機 器 産 業 界 統 合 計 画 を契 機 と し

1975年 末

1974年 末

1975年1月

1974年 末

1974.1.1

1974.1.1

1974.1.1

1974.1.1

1974年 末

1974.1.1

1974.7.1

1974年 末

1975.5.1

1974年 末

1975年7月

1975年

1974年3月 末

1973年

1974年

1974年 末

1974年4月

1974年5月

1974年6月

状 況
・1

備 考1

汎 用 の みIDC

Siemens汎 用 の み

IDC汎 用 の み

Siemens汎 用 の み

Quantum調 べ 汎 用 の み

〃

〃

〃

IDC調 べ 汎用 のみ

Quantum調 べ 汎用 のみ

Diebold調 べ

IDC調 べ

カナダ情報処理学会調べ

IDC調 べ

CAPREの 調 査 予 測 に よ る

米 商 務 省

RydgePublications調 べ

米商務省
〃

〃

イ ラク政府

て周 辺 機 器 あ るい は ミニ ・コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーの 再

編 の 気 運 が 高 ま って い る。

図 一4,5は 仏 お よび西 独 の コ ン ピ ュー タ設i状 況 で

あ る。

な お表 一1に 世 界 各 国の コ ン ビ=一 タ設 置 状 況 を示 し

た。 ・

(宗像徳業 ・調査課)

、
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3～5年 の間 に急速 に普及 か

「POSシ ス テ ム需 要 予測調 査」 か ら

旧(財)日 本情報開発協会(現 働日本情報処理開発協

会)は,昭 和49,50両 年度にわたり,POS利 用推進委

員会(林 周二委員長)を 設け,内 外のPOS事 情を調

査するとともに,わ が国におけるPOSシ ステム展開の

ための問題点を抽出し,主 要小売業界eと のPOSシ ス

テム需要予測を行った。

昭和50年 度におけるPOSシ ステム需要予測は,49年

度における,小 売企業店舗数,扱 い商品アイテム数,客

単価,レ ジ台数,取 引金融機関数,ク レジットカー ド扱

い状況,掛 売状況,仕 入 ・販売 ・在庫 ・経理等の管理政

策,コ ンピュータ利用状況,デ ータ伝送状況などについ

ての現況 と将来計画調査に基づいて行われた。

同調査は,小 売業界31名,商 品供給業界46名,POS

機器メーカー12名及びPOS研 究者15名,合 計104名 に

よるデルファイ法を用いた,POS関 連機器の価格並び

に各業界別のPOS普 及率に関する詳細な将来予測であ

る。

石油スタン ド業界及び百貨店業界を当面のパイオニア

として,わ が国小売業界に もPOSシ ステムの導入が広

まろ うとしているとき,本 予測はわが国におけるPOS

の発展の今後10年 を占 うものとして注目される。

1.POSシ ステムが普及するための条件

{1}商 品 コー ドの 標 準 化

② コ ー ド ・シ ン ボル の 標 準 化

㈲ シ ン ボル ・マー キ ング 問 題 の 解決

(4)POS端 末 の 価 格

㈲ 省 力 化 ・合 理 化 ・経 費減 の見 通 し

2.POS需 要予測の前提

上記の諸条件の うち,商 品コー ドの標準化とシンボル

方式の標準化は

昭和52年 中に

実現すると仮定する。

(その内容は,お おむね米国式－UPC/バ ーコー ド,

UVM/A(B)フ ォン トー に近似すると仮定する)

3.予 測調査の主な結果

*価 格 は50年 不 変 価格

**以 下 の数 値 は メデ ィア ン の値 の み を示 す
。 第

1,第3四 分 位 値 に つ い ては 図参 照 。

{1)定 置 式(固 定 式)ス キ ャナ つ きPOS端 末 機 の 価 格

(図 一1参 照)

①POS機 器 メー カ ー の予 想 価 格

昭 和50年51～53年54～56年57～59年

250.0万 円200.0万 円100.0万 円80.0万 円

② 小 売 店 の 立 場 で使 用 可 能 と考 え られ る価 格 の上 限

156.9万 円

{2}ハ ン ドス キ ャナつ きPOS端 末 機 の価 格(図 一2参

照)

①POS機 器 メー カー の予 想 価 格

昭 和50年51～53年54～56年57～59年

142.0万 円125.0万 円96.7万 円82.0万 円

② 小売 店 の立 場 で使 用 可 能 と考 え られ る価 格 の 上限

95.8万 円

{3}タ グ マ ー キ ング マ シー ンの価 格(図 一3参 照)
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,

図 一1定 置式 スキャナつ きPOS端 末の価格

,
J
q)1

小 売店 の 、∫:場で使 用 可能

と考え られ る価格 の ト限

POS機 器 メ・カー の

.」三悪価 格

昭和5臼 5ト53η 54-5611' 57-5911

00

00

00

0

}、 〕

E>
D

　 一 ーー

ー ー 一.一-・ う E>一一一.・

図一2ハ ン ドスキャナつ きPOS端 末 の価格

万

川

300

200

100

0

小 ゲ5店の立場'で使用 ・∫能

と考 えられ る価 格の一上限

POS機 器メー か ・の

予 想f面格

昭和50年 5卜531じ 54-56(ド 57-591卜

}

う

図一30CRフ ォン トを使 う場合,タ グ(値 札)マ ー

キ ング マシ ン(ハ ン ドラベラーを除 く)の 価格

3,00

2.00

LOO

図一40CRフ ォン ト・タグ(値札)の

1枚 当 り単価(用 紙+印 刷費)
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①POS機 器 メー カー の予 想 価 格

昭和50年51～53年54～56年57～59年

212.5万 円112.5万 円90.6万 円62.5万 円

② 小売 店 の立 場 で使 用 可 能 と考 え られ る価 格 の 上 限

115.0万 円

(4)OCRフ ォ ン ト ・タグ(値 札)の1枚 当 り単 価(図

一4参 照)

①POS機 器 メー カー の 予想価 格

昭 和50年51～53年54～56年57～59年

1.75円1.25F]1.17円0.83円

② 小売 店 の立 場 で使 用 可 能 と考 え られ る価 格 の 上 限

1.27円

{5}POSに 関 連 す る アプ リケ ー シ 。ン ・プ ログ ラム の

開 発 主 体(図 一5参 照)

百 貨 店 と スー パ ー ス トアに お け る各 開 発 主 体 の 比 率

は,通 常 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ ーの 場 合 と相 似 して

い るが,一 般 に く らべ 業 界 共 同 開 発 の 割 合 が 多 い。

しか し,専 門店,石 油SSに お い て 計 算 セ ン ター 依

頼 の 割 合 の 高 い こ と,石 油SSに つ い て メ ー カー 依 存

度 が低 く,自 店 開発 の割 合 が 高 い 。

＼＼

＼ 百 スの 専 石
貨 1場 門 油

店
の

パ合

ム
店
の

§
の

場 ト 場 場
〈 ア A △
口 口 口

主として自店開発 22.6 17.7 11.5 26.8

主として業界共同開発 26.4 24.6 11.5 19.5

主 として計算 セ ンターに依頼 5.7 10.8 19.2 29.3

主 として メー カー提供
(一部有料 または無料)

35.8 35.4 26.9 12.2

主 としてメーカー提供
(有料)

9.4 11.5 30,812.2

計 100.0 100.0 100.0100.0

㈲ 百 貨 店,チ ェー ン ス トア,専 門店,石 油 ス タ ン ドの

4業 界 を通 じ るPOS普 及 率(図 一6参 照)

昭和50年51～53年54～56年57～59年

6.1%15.2%27.2%40.0%

-16一

図一5POSに 関連 するアプ リケーシ ョン

プログ ラムの開発主 体

9。 昭和50年 51～53年 54～56年 57～59ζ ド

100

90

80

70

60

50

40

30

一 一

一

一

/
u-一 ー一一

『
20

10

」.一一 一 一 一 一 ー 一 一ー ー 一 一 ー一 一

〔

レ

図一64業 界を通 じ6POS普 及率の見通 し

ず



11PZ)ECジ ャー ナ ル

(7)業 界別のPOS普 及率

＼1昭 和・・年1・,一⇒54-56年 ・7-59年

店

ア

店

ド

ト

ン

ス

タ

貨

⇒

門

・

工

油

百

チ

専

石

6.4%

6.0%

5.3%

6.7%

16.2%

13.5%

10.1%

20.5%

31.4%

26.5%

18.1%

35.5%

52.2%

47.1%

27.9%

50.2%

(8)ク レジ ッ ト ・カー ド・ベ リフ ァイ ヤ ー の価 格(図 一

7参 照)

①POS機 器 メー カー の 予想 価 格

昭和50年51～53年54～56年57～59年

47.5万 円37.5万 円2&3万 円23.0万 円

② 小売 店 の立 場 で使 用 可 能 と考 え られ る価 格 の 上 限

27.4万 円

(9)百 貨店,チ ェー ンス トア,専 門店,石 油 ス タ ン ドの

4業 界 を通 じ る クレ ジ ッ ト ・カー ド,ベ リフ ァイ シ ス

テ ム普 及 率(図 一8参 照)

昭 和50年51～53年54～56年57～59年

6.0%14.2%25.6%40.2%

00業 界別 の クレ ジ ッ ト ・カー ド,ベ リフ ァイ シ ス テ ム

普 及 率

＼1昭 和・・年51-5⇒54-56年 ・7-59年

百 貨 店

チ ェー ンス トア

専 門 店

石 油 ス タ ン ド

6.1%

5.7%

6.1%

6,2%

15.9%

11.4%

13.8%

16.6%

34.0%

21.3%

23.2%

30.5%

46.9%

36.0%

35.8%

43.3%

◇ ◇

この結 果 か らみ る と,ハ ー ドウ ェア につ い て の メー カ

ー 予想 価格 と小 売 店 の 立 場 で使 用 可 能 とす る価 格 が 近 接

す る昭 和54年 ～56年 頃 に,わ が 国 にお け るPOSシ ス テ

ム は急 速 な 普 及 発展 を見 る と考 え られ る。

;
20

小売店の立場で使用可能

と考えられる価格の上限

POS機 器メーカーの

予想価格

昭和50年 51～53年 54～56年 57～594

弐
)

」 )
10

図 一7ク レジ ッ トカー ド,ベ リフ ァ イヤ ー(カ ー ド ・

チ ェ ッ ク機 器,た だ しMODEM等 伝 送機 構 を

除 く)の 価 格
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図 一84業 界 を通 じる ク レジ ッ トカー ド ・

ベ リフ ァ イ シ ステ ム の 普 及 率 の 見通 し
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企業 の状況 に応 じて

四 つ の サ ブシ ステ ムか ら選 択

木製家具製造業標準生産管理 システム

〈中小企業向け標準生産管理 システム①〉

木製家具製造業 は,古 い歴史 を もつ業界で あるが,そ の企 業規 模は零細企業 が大 きな割合 を

占めてい る。 この業界 をと りま く環境 は最近次の よ うに変 化 してい る。

一つは消費者が家具 をイ ンテ リアの一部 と考 えて購入す るよ うにな
った こと,も う一 つは輸

入家具が激 増 した ことな どであ る。 このよ うな業界の特色 と,環 境の変化か ら,実 際の シス テ

ムの開発にあた っては,超 小型 コン ピュータの導入が考 え られ る。なお生産管理 シス テムは,

企業全 体を一つのシステム とすれ ば,そ の企業 シス テムを構成 しているサ ブシステムで ある。

その範囲は工場 の生産活動で あ り,受 注か ら納品 までの業務活動 である。

げ

1。 木製家具製造業の現状

木製家具製造業は住生活に結 びついた必需品を製造す

る業種であり,古 い歴史をもつ業界である。 この業界で

は長い間手工業的な生産形態が続いてきたが,戦 後間 も

な く新 しい設備,技 術を導入し,徐 々に機械生産へと移

行しナこ。そしてその後の経済成長に伴 う耐久消費財の大

量需要に支えられて発展した。しかしなが ら,そ の企業

規模は零細企業が大 きな割合を占めてお り,典 型的な小

規模零細の業種である。

木製家具製造業は一般にその製品により「縞物」と「脚

物」 とに区分され,そ の生産工程 も各々異なっている。

(1)縞 物

・たんす……洋服だんす,整 理だんす,衣 裳だんす

等

・棚 食器戸棚,本 棚,サ イ ドボー ド等

(2)脚 物

・応接セット

・食堂セッ ト

・事務机 ,椅 子

・その他

このような業界の現状から次の特質があげられる。
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(1)規 模の零細性

この業界では20人以下の従業員を保有する企業が全

体の9割 近 くに達するとい うように零細企業が圧倒的

な割合を占めている。その要因として次の点があげら

れる。

・長い歴史から生まれた製品には工芸的 性 格 が 残

り,従 業員に も職人気質的な風潮が残 っているこ

と。

・簡単な機械設備で生産活動が可能であるため新規

参入が比較的容易であること。

・家具輸送の効率という点から集中生産を困難にし

てきたこと。

・需要が地域に限定 されず全国的にあり,メ ーカー

が散在する必要性があったこと。

(2)資 本の低効率

木材を仕入れたあと,天 然乾燥を行 うための長期の

在庫や,婚 礼家具を製造 している場合に春秋の需要期

までの在庫が企業における資本効率を圧迫 している。

(3)労 働集約性"'t

伝統的工芸色の強い業種であるため,職 人の腕や勘

が重視 され,い わゆる手工業的要素が残 っている。

(4)見 込生産形態

過去の販売実績,販 売担当者の見通し,外 部環境,

e
、
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受注状況などを検討し,こ れ らに基づいて販売計画を

立て見込生産形態により生産している。

また,こ の業界を とりまく環境には次のような変化が

見受けられる。

(1)需 要構造の変化

消費者は通常家具を単品として品質,デ ザインな ど

を考慮して購入を決定する。

ところが最近の傾向として室内空間の快適 さを重視

し,イ ンテリア構成を考える傾向が強 くなってお り,

それも年々多様化,高 級化しつつある。

(2)経 済の国際化

資本の自由化や特恵関税の供与など経済の国際化の

進展に伴い,欧 米か らの技術提携,資 本参加などが活

発化している。

また,優 れたデザインの製品が輸入され,従 来の販

売活動にも影響を受けつつある。

(3)輸 入家具の激増

木製家具の輸入は年々急激な伸びを示 している。特

に発展途上国からは豊富な労働力を基盤 とした低コス

トの製品が流入してお り,今 後 も増加することが予想

される。また欧米諸国はその特徴を生かした製品で市

場拡大を図 ってお り,わ が国でも消費者のニーズを把

握し,よ り付加価値の高い製品の開発が必要となって

いる。

2.シ ステムの基本方針

(1)シ ステムの目的

木製家具製造業は見込生産を主体 としているが,そ の

ためには市場動向に沿 って的確な生産計画を立てること

が重要である。また,見 込生産形態ではあって も実際に

生産を担当する工場の側か らすれば,生 産計画に従って

生産するのであり指示された ものを指示された期日まで

に完成 させることが重要であ多。生産計画通 りに実際に

作業が進んでいるかどうかをタイ ミングよくチェックで

き,さ.らに製造コス トの算出に必要な実績データが収集

できる体制を作 り,管 理できることが望ましい。以上の

点を考慮してシステムの目的を次のように設定した。

① 生産効率の向上

標準的な作業工数の算出,的 確な生産計画の立案,

製造コストの算出を行い,そ れらの処理に必要な作業

実績データを収集できる体制を確立し,生 産効率を向

上させることを狙いとする。

② 現場作業のサポー ト

受注,生 産活動に関する情報を迅速に各担当の作業

者へ提供し,作 業効率を高めるべ くサポー トする。

③ 製品管理の充実

得意先よりの注文に対しては速やかにこたえること

が受注に持ち込むポイン トである。そのため製品の在

庫量を迅速 ・正確に把握 し,機 会損失の発生を防 ぐべ

く管理の充実を図る。

④ 管理水準の向上

従来は管理を行 うに必要なデータ収集が困難であっ

たため経験や勘による管理を余儀なくされ,ひ いては

企業活動におけるムダを引き起 こすことにもなってい

た。こうした状況を認識して従来の体質を改善し,企

業としての全体的な管理水準の向上を図ることを狙い

とする。

(2)シ ステムの範囲

企業全体を一つのシステムとい うとらえ方をすれば,

その企業システムは一般にい くつかのサブシステムで構

成 され,生 産管理 もサブシステムの一つと考えることが

できる。生産管理 システムは企業システムにおける他の

サブシステムとたがいに関連し合って活動するものであ

り,そ の範囲は工場の生産活動であり,受 注か ら納品ま

での業務活動である。すなわち,生 産に必要な資材の購

入か ら製品の出荷までの社内工程の管理を中心とし,受

注,売 上実績に基づ く資料作成,製 造に要 したコス トの

算出などを範囲とする。そこでこの範囲をカバーするた

め標準生産管理システムは管理 目的に沿 って次のような
〉

サブシステムで構成する。

・販売統計サブシステム

・工程管理サブシステム

・在庫管理サブシステム

・原価管理サブシステム
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(3)シ ステムの機能

標準生産管理システムは前記の四つのサブシステムで
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構成 されるが,各 サブシステムはたがいに関 連 し て お

り,そ の位置づけを示せば,図 一1の とお りである。

各サブシステムの もつ主な機能は次にあげるとお りで

ある。

① 販売統計サブシステム

・販売動向の把握

・出荷業務のサポー ト

② 工程管理サブシステム

・生産計画の作成

・進捗状況の把握

・作業能力の把握

③ 在庫管理サブシステム

・在庫量の正確迅速な把握

・在庫量の適正化

④ 原価管理サブシステム

・製造原価の把握
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図一1機 能 情 報 関 連 図

(4)コ ンピュータの利用方法

コンピュータの利用に際 しては多額の資金を必要とす

るため企業にとっては大 きな負担 となることが多い。そ

のため前 もって利用目的,処 理方法,処 理データ量,処

理サイクル,処 理時間,資 金計画,将 来構想などを十分

に検討して自社に最適な方式での利用を検討 しなければ

な らない。

この業界は初めに も述べたように小規模の企業が多い

ためコンピュータ導入に当って次の点を考慮する必要が

ある。

・1日 に発生するデータ量が比較的少ないこと

・多額の運用費用が捻出できないこと

・処理サイクルの短い業務が多分に存在すること

以上の点から当業界には次にあげる利用形態が適して

いるものと考えられる。

①利用形態1… …単独利用

超小型コンピュータの導入

②利用形態2… …デ…一タ通信の利用

一20一
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端末装置の設置

③利用形態3… …共同計算センターの

利用

なお,実 際のシステムの開発に当って

は利用形態1を 想定し,コ ンピュータの

機器構成を図一2の ように設定した。

3.シ ス テムの 概要

このシステムは各業務の機能及びその

管理目的に従 って四つのサブシステムで

構成 されている。 これ らのサブシステム

は企業側の状況に応 じて取捨選択できるが,総 合的に利

用することによってより効果的な利用ができる。

以下に各サブシステムの概略を説明する。

(1)販 売統計サブシステム

このサブシステムでは日々営業部門で発生する受注

情報,売 上情報を収集し蓄積してこれを各種マスター

・ファ・fルと突 き合せて出荷業務のサポー ト,及 び販

売動向の把握に必要な資料を作成する。 ここで作成す

る資料は次のとお りである。

・得意先別納品予定表

・製品別納品予定表

・製品別売上統計表

・製品別月別売上統計表

・得意先別売上統計表

(2)工 程管理サブシステム

このサブシステムでは企業内外の状況をもとに立て

た販売目標に沿って生産計画を作成するとともに各工

程で発生する作業実績データを収集して計画 と実績 と

の進捗状況を把握できる諸資料を作成する。 ここで作

成する資料は次のとお りである。

・中日程計画表

・月間生産計画表

・計画実績対応表

・進捗状況表

・実績工数一覧表

(3)在 庫管理サブシステム

このサブシステムでは販売統計,工 程管理サブシス

テムで収集した各種データと,倉庫部門において資料,

OD ●D
磁 気 テttプ カ{'・・Sl－装 置 磁 フ、テ ーーゾ カセ ッ ト装 置

図 一2コ ン ピ ュ ー タ の 機 器 構 成

製品の入出庫に伴 って発生するデータに基づいて製品

の受注や資料の発注の際に必要 となる諸資料を作成す

る。 ここで作成する資料は次のとお りである。

・製品在庫一覧表

・製品別補充数一覧表

・資材在庫一覧表

(4)原 価管理サブシステム

このサブシステムでは工程管理,在 庫管理サブシステ

ムで収集した各種データと事務部門で作成する経費デー

タや従業員の勤務状況に関するデータに基づいて製品別

に製造に要したコス トを算出し,そ の結果を出力する。

ここで作成する資料は次のとお りである。

・製品別製造原価一覧表

・製品別総原価一覧表

◇ ◇

このシステムの詳細については,中 小企業(木 製家具

製造業)向 け標準生産管理 システム解説書総括編及びサ

ブシステム編 としてとりまとめてある。総括 編 は 経 営

者,管 理者を対象 としてシステム全体の説明を行ってい
ト

る。 また サ ブ シス テ ム編 は シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ アを 対 象

として シ ス テ ムを プ ログ ラム単 位 に 展 開 して 説 明 を 行 っ

て お り,こ れ を参 照 す る こ とに よ りプ ログ ラ ムの 作成 を

行 え る よ うに な って い る。

(吉岡 亨 ・システ ム第一課)

一21一
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海外 ニ ュー ス

Unidata以 後 の 欧 州 コ ン ピューー夕産 業 界

新 し い 方 向 を 模 索 す る3社

欧州 の 有力 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー は,連 合 組 織Unidataの 崩壊 を機 に,新 し い局 面 に入 っ

て い る。 仏 に は,CII/HoneywellBullと い う欧 米 合併 企 業 が 出現 し,オ ラ ンダのPhilipsは

汎 用 コ ンピ ュー タ事 業 を手 離 し,小 型 分 野 に 専 念 して い る。 ま た,西 独Siemensは,Unidata

か ら継 承 し た7000シ リp・一ズ の 整 備 を計 って い る。 以下 各社 の 最 近 の 動 きを ま とめ て み る。

σ

〈転 換 点 〉

欧 州 の コ ン ビ=一 夕産 業界 再 編 成 は,1975年9月 に お

け るUnidataの 事 実 上 の崩 壊 に よ って,大 きな 転 換 点 を

迎 え た。 欧 州 主 要 国 政府,各 有力 メー カ ー お よ び欧 州 委

員 会(EC)は,'69年 以 来,欧 州 コ ン ピ ュ'一"タ業 界 の連 合 を

も くろ み,'73年7月Siemens(独)/CII(仏)/Philips(蘭)

の3社 に よ ってUnidataが 結 成 きれ た 。 この連 合組 織

は,統 一 レ/ン ジ7000を 開発,販 売 し,IBMを 頂 点 と

す る米 国籍 コ ン ピ ュー タ ・メー カー に対 抗 す る もの だ っ

た が,結 成 翌 年 に早 く も,足 並 み が 乱 れ は じめ た。 即 ち

①CII大 手株 主ThomsonとCGEの 対 立,②CIIお

よ びS三emens両 社 に よ る既 存 機 種 販 売 に 関 す る論 争,

③Phi!ipsに よ るUnidata商 標 使 用 を め ぐる トラブル な

どが表 面 化 し た。

1975年5月,仏 政 府 はCIIとHoneywellBullの 合

併 を発 表,欧 州 路 線 に見 切 りを つ けた。 これ が引 金 とな

って,PhilipsはUnidata離 脱 を 表 明 す る と共 に,汎 用

コ ン ピ ュー タ事 業 か らの 撤 退 を 決 意 し ナこ。Unidata崩 壊

以 後,各 社 は各 々独 自の 政 策 を 打 ち出 し,Unidata以 前

の 状 況 に戻 った。 しか し,そ の 内 容 に は,極 め て大 きな

差 異 が 見 られ る。 つ ま り,CII-HoneywellBullと い う

欧 米 路線,小 型 機 に 専 念 す るPhilips,独 自路 線 強 化 を

計 るSiemensと い うぐあ い だ が,こ れ に英 国のICLも

含 め,各 社 は今,各 々新 しい方 向 を模 索 し て い る。

<CII-HoneywellBull合 併,合 意 後1年 で 完 成>

Unidata崩 壊 の 直 接 の 要 因 とな ったCIIとHoney-

wellBullの 合併 計 画 は,合 意後1年 余 の 曲折 を経 て
,

'76年6月 よ うや く完 了 しt
。 この 間,仏 国 内に は,欧 米

合 併 構 想 に 対 す る不 平 不 満 が 充 満 し,新 会 社 の 船 出 が危

ぶ まれ た が,合 併 完 了 と共 に2種 の ニ ュー ・モ デル が 発

表 され,新 会 社 の意 欲 の 一 端 が 示 され た。

ニ ュ・一・モ デ ル は,7730お よ び7735で,Unidata7000

レイ ンジ を踏 襲 した もの 。 しか し,新 会 社 では,こ れ を

77シ リー ズ と改 名 し,既 存IRISシ リーズ に つ い て も,

販 売 の続 行 お よ び機 能 拡 張 を打 ち出 しt。 新 会 社 は,CII

お よびH皿eywellの 技術 力 か らみ て,Honeywellシ リ

ー ズ60を 中 心 に 販 売 して い く もの と見 られ て い7
。 しか

し,今 回の 発 表 に よ って,少 な くと も70年 代 の残 りは,

シ リーズ60/77シ リー ズ/IRISシ リー ズ の3レ ・fンジを
,

マ ー ケ テ ィン グ網 に 乗 せ て い くこ とが 確実 とな った。 な

お,合 併 に 関 す る仏 側 の 発 言力 を評 価 す る意 味 で,「 政

治 モ デル 」 とい われ たX4(Unidata7・760)お よびX5

(同7・770)に つ い て は,現 在 まだ その 去 就 が 明 らか に さ

れ て い な い。

CII-HoneywellBullの77シ リー ズ は,Unidata'レ イ

ンジ を そ の ま ま引 継 い だSiemensの7000シij-.ズ と,

ま と もにぶ つか り合 う もの で あ る。 しか し,CII-Honey-

wellBull側 は,海 外 市場 に お け る直 接 的 競 合 は 避 け よ

う として い るよ うだ。 とい うの も,西 独/ス カ ン ジ ナ ビ

一22一
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ア/ベ ネル クス/ス イ ス な ど,欧 州 の主 力 マ ー ケ ッ トで

は,Siemensが 早 くか ら強 力 な 販 売 活 動 を展 開 して い る

か らだ 。CII側 とし て は,東 欧/中 東/北 ア フ リ カな

ど,従 来 か ら得 意 と して い る地 域 に 売 り込 み を か け る と

共 に,仏 国 内 に お け るSiemensマ シ ンの リプ レー ス に

主 力 を置 く こ とに な ろ う。 つ ま り,Unidata協 定 に基 づ

い て,CIIが 仏 国内 で 販 売 したSiemens4004の ユ ー ザ

ー を
,77シ リー ズ で 引 き寄 せ よ うとい うもの だ。

<小 型 分 野 に 専 念 す る ニ ューPhilips>

Unidataに お け る汎 用 コ ン ピュー タ事 業 とい う,大 き

な 回 り道 を 通 ったPhilipsは,目 下,① オ フ ィス ・コ ン

ピュー タ,② ター ミナ ル,③ デ ー タ ・エ ン トリー装 置 ,

④ ミニ コ ン ビ=一 夕 の4部 門 に専 念 し よ う とし て い る。

これ らの 部 門 は,汎 用 事業 に 比較 して,Philipsが 従 来

か ら得 意 とし て い た分 野 で もあ る。

Philipsで は,Unidata離 脱 を機 に,「 分 散 処 理 あ るい

は ネ ッ トワー ク」 市 場 を タ ー ゲ ッ トに,開 発/生 産/販

売 戦 略 を強 化 し よ う とし て い る。 この 方 針 に 沿 って,当

面9300オ フ ィ ス ・コ ン ピュー タお よび9400小 型 ビジ ネ

ス ・コ ン ピ ュー タの 販 売 を重 点 的 に 行 う予 定 。 両 モデ ル

は,中 小 規 模 カ ス トマ ー をつ か ん で い る外,大 手 あ るい

は政 府 機 関 にお い て も,ネ ッ トワー クの 一 部 と して使 用

され て い る。

Philipsが オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ分 野 に参 入 し た の

は,1967年 と早 く,同 社 の コン ピ ュー タ事 業 の 中 枢 を 占

めて い る。 つ ま り,売 上 高 で は,全 体 の80%を 占 め,利

益 も計 上 して い る とい わ れ る。Philipsと して は,76年

に は,コ ン ピ ュー タ関 連 事 業 トー タル で利 益 計 上 に持 っ

て い きた い腹 づ も りの よ うだ 。

あ らゆ るメ ー カ ー製 の メイ ン フレ ー ムで構 成 され た ネ

ッ トワー クに対 して,「 シ ス テ ム ・コン ポ ー ネ ン ト」 と

してPhilips製 品 を売 り込 も うとい うネ ッ トワー ク戦 略

に よ って,Philipsが 旧Un三dataメ ンバ ー に どの程 度 意

地 を見 せ るか 注 目 され る。

<7000シ リー ズ 強 化 を計 るSiemens>

Unidata以 後 のSiemensは,Unidata7000シ リー ズ

の 整 備 に 全 力 を 傾 注 して い る。 同 シ リーズ は す で に,下

位 機 種7・722か ら,上 位 の7・755ま で,6機 種 完 成 した。

特 に,IBMが370/138,同148を 発 表 す る と,す ぐ さ

ま対 抗機 種7・738,7・748を 打 ち出 し注 目 され た 。

最 下 位 モデ ル7・722は,Unidata当 時,Philipsが 担 当

した7・720よ り一 段 と強 化 され,370/115-2に 対 応 して

い る。Siemensは,7000シ リーズ の 小 型 一 中 型 レイ ンジ

に つ い て は,着 々 と整 備 し て い るが,大 型 機 種 の 開 発 は

依 然 遅 れ て い る。 この分 野 で は,富 士 通/Amdahlと,

共 同 受注 契 約 を締 結 して い る が,独 自の 機 種 開 発 も進 め

て い る と も伝 え られ る。 子 会 社ComputerGesellschaft

Konstanz(旧TelefunkenComputerAG)が 開 発 した

大 型 機,TR440は,わ ず か な が ら設 置 ベ ース を 拡大 し

て い るが,す でに 旧式 化 し て お り,Siemensに と って

は,7000シ リー ズ 上 位機 種 の 拡充 が急 務 とな って い る。

な お,今 年 か ら開 始 され た西 独 政 府 の第3次 情 報 処 理

振 興 政 策 の うち,コ ン ピ ュー タ産 業育 成 面 で は,小 型 機

/周 辺 装 置/タ ー ミナル分 野 の強 化 に力 点 が置 かれ てい'

る。 これ は 仏 に お け る小型 機/周 辺 端 末 業 界 統 合 計 画,

英 に お け るICLのSingerビ ジ ネ ス ・マ シ ンズ 部 門 海

外 事 業 吸 収,オ ラ ンダ のPhilipsの 小 型 分 野 重 視 な ど,

Unidata以 降 の 欧 州 の全 般 的 動 向 と一 致 す る。 この た め

Siemensお よびCGKに 対 す る サrf・一 ト額 は,第2次 計

画 よ り減 少 し て い る。 ちな み に,Siemensへ の サ ポ ー ト

額 は,第3次 計 画(76年 ～79年)で1億1,400万 ドル(第

2次1億8,500万 ドル),CGKへ は第3次 で1,630万 ドル

(同3,920万 ドル)と な って い る。

表一1欧 州メー カーの370対 抗主力機整備状況

(76年8月 末現在)

IBMICII/HBI…m…ICL

370/168 66/8・1' 2980

158 66/607・755 2970(2976)

148
1…48

2960

・45166/2・ 4004/150 1904S

138 ・・7381

135 7740 ・・74・1(295・)・9・3T

125-2 77351(7・730強化 バージ ョン)119・2T

1251・4/4・773・ ・・73・ ▲ …4

1・5-21 ・・7221

・15164・2・1119・1T
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表一2欧 州コン ピュータ産業界再編の足跡

年 記 事

1957 ・Siemens
,モ デ ル2002発 表

1962{…ilip・ グ ル ー プ,ED・ 券 亘 参 入 ・決 定

19641・ … …s,R・A・ 緬 携

1966 ・仏CII設 立

1967 ・仏 第1次 プ ラン ・カ リキ ュール 開 始

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

・CII ,第1号 機IRIS50発 表

・Philips ,P1000シ リーズ 発 表

・英ICL設 立

・EECの 超大型 コンピュー タ 共同開発計画発表

され る

・ICL ,CII,CDC合 弁 会 社MultinationaiData

設 立(ベ ル ギ ー)

・仏 政 府 ,Honeywe11社 のBullGE買 収 を認 可

・欧 州 コ ン ピ ュー タ 業 界 の連 合取 沙 汰 され る

・EC委 員 会 ,共 同 提 携 構 想 を提唱

・Siemens/Telefunkenの 縁 組 み失 敗

・NixdorfとTelefunkenが 合 弁 会社Telefun-

kenComputerAGを 設 立

・CII/Siemens提 携 に 合 意

・ICLト ップ 異 動 ,新 会長 にHadson氏

・Burroughs ,ICL株 式過 半 数 買収 取 沙 汰 さ る

・ICL ,CII,Siemensの 政 治 レベ ル での 提 携 話 し

合 い

・Nixdorf ,米Victorコ ン ピ ュー タ部 門 買 収

・Siemens/CII
,協 定 の 一 部 に つい て正 式 調 印

・EC委 員 会 ,欧 州 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カー の結

束 を呼 びか け

・Siemens/CIIIPhilips3社Unidataを 設 立

・MultinationalDataにNCR参 加

・Unidata第1号 機7・720発 表

・CIIの 株 主 ,ThomsonとCGEの 対 立 表 面 化

・ICL ,CDC/NCRの 合 弁 会 社CPI(Computer
PeripheralsInc.)に 参 加

・TelefunkenComputerAG倒 産
,Siemensに吸収 さる

・EC,IBM独 占問 題 を調 査

・Unidata,7000シ リー ズで3機 種 追 加

・仏,情 報局 を解体

・ICL ,ニ ュー レイ ン ジ2900で2モ デル 発 表

・CIIの 財 政 問題 ,HoneywellBullと の 合 併取

沙汰 され る
・ジス カー ル デス タ ン仏 大 統 領

,CIIサ ポ ー トを
確約

19751月 ・Philips,Unidataの 商 標 で 超 小 型機Unidata

450発 表,仏,西 独で物議をか もす

2月 ・ICL,欧 州大 陸向け販売組織 を再編

・Nixdorf,Plessey,CDCが 部 品 標 準 化 で提 携 ,

西 独 にStackGmbHを 設 立

3月 ・Saab-Scania,Univacと 提 携 しSaab-Univac

を新設

5月 ・CII,HoneywellBullの 合 併 構 想 発 表 さる

・新 会 社CII-HB社 長 にHoneywellBuU社 長

Brul6氏 が決 定

9月 ・Philips,Unidata撤 退 と汎 用 事 業 撤 退 を発 表

12月 ・CII/HB,合 併 で よ うや く基 本 的 に合 意 ,調 印
に こぎつけ る

・Siemens ,7・000シ リー ズ 上 位 機 種7・755発 表

・ICL ,75年 決算で増収増益

19761月 ・Philips,小 型 事 務 用 シス テ ム に総 力

2月 ・Siemens,7・000シ リー ズ で2モ デル を新 た に 追

加
3月 ・Siemens,CIIが 開 発 担 当 したUnidata7000シ

リーズ大型機X4,X5購 入 と りや め

・ICL,SingerBMD海 外 部 門 吸 収

・ICL ,CDCと 合 弁 でControlDataset新 設

・西独政府の情報処理 産業育成策 ,中 一小 型機 中
心に路線変更

・CDCとHISの 合 弁 会 社MagneticPeripherals

Inc.にHoneywellBullが 参 加

4月 ・ICL
,2960発 表

5月 ・ICL株 式 保 有 率
,英 国 政 府 とPlesseyが 各22.4

%に 増大
・CII/HB合 併案 に対す る分析書提 出さる

6月 ・米 国ICL社 長P .WeiIl氏 辞 任

・CII/HB合 併 完 了,発 足

・CII/HB ,77シ リーズ(7730,7735)発 表

7月 ・Philips ,ユ ー ゴのIskraと 合 併 事 業
、

・ICL ,Singer子 会 社 のCogarを 買 収

8月 ・Siemens ,7・738と7・748発 表(370/138,148対

抗)
・ICL,シ ステム4生 産 削減 また新 シリーズ生産

性 向上か ら大幅要員 カッ ト断行

(鈴木茂樹 ・調査課)
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提 供 ソ フ ト ウ ェ ア の 概 要

新 た にVISTな ど3種 を追 加 一一

当財 団 で は,情 報 処 理 の 高 度化,効 率化 を は か るた め,汎 用 性 の高 い各 種 シ ス テ!. ,ソ フ ト

ウ ェアの 研 究 開 発 をす す め て い るが これ らの うち一 部 に つ い て は,す でに 広 く各 方 面 で 利 用 さ

れ てい る。 この ほ ど新 た に3種 類 の ソ フ トウ ェア に つ い て 内 容 の充 実 をは か り
,一 般 に 利 用 し

て い た だ く体 制 が 整 った の で,す で に 発 表 の ソ フ トウ ェア に加 え て その 概 要 を紹 介 す る
。

提供 ソ.フトウェァの一覧表

既

発

表

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

新
規
発
表

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

ソ フ ト ウ ェ ア 名

オ ン ライ ン文 献 検 索 シス テム

(JOLDOR－ 皿)

異 機 種 間 汎 用 言 語 ・デ ー タ変 換
プ ロ グ ラ ム

(PROG-CNV&DATA-・CNV)

概 要

㍊謙 繍 竃 罐㌶ 灘 藩蘇漂 当=鮭 勢 ながら希

灘1鱗 瀦籔露耀畷i嵩璽白鍵 漂 蟻鋼
1

蕊 認 ト'データ魯i簾 参畠露灘 竃 〆 こ鞭 饗 豊編綴 罐 禦
マー ク ・カー ド に よ るFOR,・

TRANプ ロ グ ラ ミング ・シ ス

テ ム

(FORMRK)

汎用グ ラフ ィック言語

(UNGL)

FASPフ ロー チ ャー ト作 成

プ ログ ラ ム

(FASPFLOW)

統 計 集 計 プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ レ
ー タ

(STAGE)

霧}霧 麗麗高議 誤 認 滋 警書聖ξ漂 蹴1・罐㌫ る
稼 動機種:HITAG8400/8450

鐘 翼濯 碧 鷲 多z甥㍑zう?嬬今羅 罐 纒2
稼 動 機 種:HITAC-8450/8811

FASPア セ ン ブ ラ言 語 の ソ ース ・プ ロ グ ラ ム を入 力 して,そ の プ ログ ラ2、の フ ロ ー チ

ェ ー トお よ び関 連 リス トを コ ン ピ ュー タで 自動 的 に 作 り出 す シ ス テ ム で,プ ロ グ ラ ム ・

議 蕪 襟 購 読 蒜 ㌃ シ・ンの鯉 などに助 を発揮す・・

羅欝 欝 議 ㌶ 鶴 部 票1緯議 織 ニテムT'・
TOSBAC-5600

ジ ェ不 レ一 夕

(DATACHECK)

デーぞ… ック・プ・グ・∋ データ・チ・ック鎚 び・・二=亮 語 る醐 斑 〔弁 修正三 陸 亘 圧

燃㌻ 醗 聯 ㌫ 鶏;子写譜三編 ぽ 三ζ囎
i稼 動 機種 ・HITAC-8450、

ラインプ リンタに よる図表作成
ソス アム

(VIST)

汎 用 マ ー ク ・カー ド編 集 シ ス テ
ム

(COMCES)

オ ン ライ ン文 献検 索 シ ス テ ム

(JOLDOR－ 皿)

竃幕議 璽議 芦議 羅 …鐵§ζ薮蘭酬4繁繁灘
稼 動 機 種:HITAC-8400以 上

ACOSシ リーズ77NEACシ ス テ ム600/700

種 々の形式 を もつマー ク ・カー ドを簡単なパ ラメータの指定 によ り磁気 テープに編集す1

編 確 認 籍軽 爆 語 タ鯉 の欠点の一つであるデー・鯉 プ・グ・・
稼動機種:HITAC-8400以 上;

JOLDOR－ 皿 をFACOM230-75用 に変 換 し,一 部 機 能 追 加 し た シ ス テ ム で あ る。

稼 動 機 種:FACOM230-75
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ソフ トウェアの貸付方法等について

利用期間により長期,月 単位および短期貸付の3通 りの方法があり,

ユーザに適した利用法が選べる。

貸 付 の 種 類 … 貸 付 期 間

長 期 貸 付:2年 単 位

月 単 位 貸 イ川1力 肺 位i

短 期 貸
tt付 … ・ ・工 単 位.1

(基 本指 導 サ ー ビ ス時 間 は,ソ フ トウ ェ アに よ り異 な る。)

(注)プ ログ ラム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェネ レー タ に関 し て は,情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 の 規 定 に従 って貸 付 を行 う。

基本指導 サービス 貸 付 物 件
・

56時 間 以 内

○解 説

o操 作説明書

○ オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ロ グ ラム

書
28時 間 以 内

7時 間 以 内
-

ソフ トウェア標準貸付価格一覧表
(単位:千 円)

■

∋ ソフ,ウ。ア名 頭 二.一 一 　 ・ ・ 一.一 一.一 一・ ・ 」L-一.

長期貸付
価 格

月単位貸付
価 格

短期貸付価 格 備 考

1

一　

2

L-一 ー 一

3

オ ン ライ ン文 献 検 索 シス テ ム

(JOLDOR－ 皿,皿)
ユ,450 81 27

この 価 格 は,JOLDOR－ 皿,皿

の 個 々の 価 格 で あ る。
・.　 」

異機種間汎用言語変換 プログ ラム
(PROG-CNV)

820 46 15.4

〒一ー 一 「 一

異機種 間データ変換 プ ログ ラム
(DATA-CNV)

600 3411.4

4
プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェ ネ レー タ

(PRO-TEST1)
800 40 一 情報処理振興事業協会から

受託

マ ー グ.ニカー ドに よ るFORTRAN－ ラ「五二グラ

5ミ ン グ ・シス テ ム

(FORMRK)

490 28 9.4

一

6
汎用グ ラフ ィック言語
(UNGL)

3,100 170 57

7
FASPフ ロー チ ャー ト作成 プ ログ ラム

(FASPFLOW)
90050 17

8 統 計 集 計 プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ レー タ

(S∫AGE)
2,300 13043

9
デ ー タ ・チ ェ ック ・プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ レー タ

(DATACHECK)
2,000 110 37

10
ライ ンプ リンタによ る図表作成 システム
(VIST)

1,650 100 34

11
汎 用 マ ー ク ・カー ド編 集 シス テ ム

(COMCES)
840 50 17

(賛助会員が使用す る場 合および当財 団設置の コンピュー タと併用 して使用す る場合等 には特別貸付価格 を設 けてい る。

詳細 につい ては当財団振興課(内 線205)ま で照会 されたい。)
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情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

研 修 講 座 の ご 案 内

昭和51年度下期の,確 定している研修講座は次の とお りです。

墓ラ引 ・ 一 ス 名 巨 ⇒ 期 間1研 酬

X16
現代の統計解析 一実験計画 を
中心 としナこソフ トウ ェア開発一

15名 51.10.1～51.12.3
毎 週金曜 日

計10日
8万 円

F12 SE養 成短期 30名 51.10.19～52.2.24
毎 週2日

計37日
28万 円 注ω

T20 応 用計量経済学 セ ミナー 15名 51.10.22～52.3.25
毎週金曜 日

全20回
12万 円

E12EDPシ ス テ ム 設 計(B) 30名 51.11.2～52.3,22
夜間毎週2回

計36回
5万 円

X15一 基礎 教 学 一 確 率 ・統 計30名51.11.2～52.2.18
夜間毎週2回

計24回
3万 円

T19塁 砦2難 、。Rの繍 ・・ 名;}:}1:11二;Hl:}1 2週 間 8万 円

B11 ビ ジ ネ ス マ ンの た めの 基 礎 統 計20名51.11.26～51.12.21 毎週火曜 日
まナこは金曜 日

4万 円

T11 数 値 解 析 20名
11月 以降開講の予定 です。

詳細は追 って ご案 内 します 。

T13

O

R

ネ ッ トワ ー ク技 法 20名 52.1.17～52.1.28 2週 間 8万 円

注②
T14 線形計画法 20名 52.1.31～52.2.10 2週 間 8万 円

T15 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 20名
52.2.14～52.2、18

52.2.28～52.3.4
2週 間 8万 円

T16 大型問題とその処理法 20名 52.3.7～52.3.18 2週 間 8万 円

X12
オン ライン ・シス テムの

設計(基 礎)
20名 52.1.31～52.2.5 6日 間 5万 円

M13
情報処理部門管理者の ための
マ ネジメン ト

15名 52.2.14～52.2.25 2週 間 8万 円
A

T17 有限要素法の基礎 15名 52.2.21～52.2.25 1週 間 5万 円
■

T18 誤 差 解 析 15名 52.3,14～52.3.18 1週 間 5万 円

注1)2泊3日 の合宿研修 を2回 実施 します。研修料 は合宿費 や教材 など一切の費用 を含みます。ただ し,合 宿 は

現地集合,現 地解散 としますので,現 地 までの往復の交通費 は各 自で ご負担願い ます。

注2)OR関 係の4コ ・…スを通 して受講 され る場合 は,研 修料 を28万 円とい たします。また4コ ・一スの うち,い ず

れか の3コ ース を受講 され る場 合は,研 修料 を21万 円 といtし ます。

　　 　 　ロ ゲロワノ　　 ノ　 　ロ ロ 　ロ　　 　 　 ノロ ロドロ　 ノノ　　 　 　 　 ロ ノ　 　 　 ノノロ ロ ロ ノ　　ノ　　ノ　 　 　 　ノ　　 　 ノノエげ　 ロ 　 　 　 　 　 ロ ロ ノノ　 　 　 ぽ

1な お詳細については下記にお問合せ下さい。{!

〒105東 京都港区浜松町2丁 目4番1号 世界貿易センターtfル7階,㈲ 日本情報処理開発協会!

ミ 情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー 電 話03(435)6513・65141
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ノ1PI)ECジ ャ ・・一ナ ル コ ン ピ ュー タ 室 の 裏 方 さ ん

く管理課のことども〉

当課 は,課 長 を 含 め て,男 子14名(内6名 は外 部 か ら

の オ ペ レ ー タ ー),女f-5Yiの 総 勢19名 の ス タ ッフ で あ

る。 この メ ンバ ー で,当 財 団 設 置 の コン ピ ュー タ運 営 に

関 す る全 ての 業 務 を受 持 って い る。 この 内容 を詳 し くあ

げ れ ば,コ ン ピ ュー タ 自体 の 運営 と これ に付 随 す る各種

の消 耗 品,穿 孔,フ ァイル 類,マ ニ ュア ル等 の 管理 ま で

細 か くあ げれ ば キ リが な い くらい で あ る。

当課 では,上 記 の 各 種 業 務 を運 営 管理 の 面 か ら大 き く

二 つ に分 け てい る。

一 つ は コ ン ヒ。
ユ 一 夕の 管 理 で あ る。

現 在,当 財 団 に は,大 型 コ ン ピュー タ3台(FACOM

230/75,HITAC8450,ACOS-NEAC/700)と 小 型1

台(NEAC/100)の 計4台 が 設 置 され て い る。 これ らの

使 川 方 法 は ク ロー ズ(モ ニ クー ラン)処 理 が 中心 で あ る

が,使 用 ス ケ ジ ュー ル は,一 週 間単 位 で行 ってい る。 数

年 前 ま で は,す べ て オ ー プ ン使 用 で あ っ た た め,年 度 末

な どに は,1日 の使 用 申込 み時 間 が24時 間 を 超 え る こ と

が しば しば あ った。 現 在 で は,こ の 問題 は 解 消 され ス ム

ーズ に運 営 され て い る。

しか し,こ の夏,別 の面 で トラブ ルが 発 生 し た。 それ

は,ご 存 知の よ うに,コ ン ピ ュー タ は,大 量 の 熱 が 発 生

す る。 通 常 の適 温 が20。 ±2～3。 とい わ れ て い る の に,

コ ン ヒ。ユ一 夕室 専 用 の 空 調 機 械 の能 力 劣 化 に よ って コ ン

ueユ ・一夕室 が28。 以 上 にな って しま った。 この た め や む

を得 ず使 用 を一 時停 止 し た こ とが あ る。

そ の後,周 囲 の お取 り計 らい に よ り,空 調機 械 の増 設

工 事 が 行 わ れ,こ の9月 よ り稼 働 を開 始 した 。 これ で 今

後 何 年 か は,盛 夏 で も安心 して使 用 し て い た だ け るだ ろ

う。

今 後 の 問題 とし て は,こ の よ うな ハ ー ド上 の 障 害対 策

もさ る こ とな が ら,コ ン ピ ュー タ室 にお け る機 密 保 護 で

あろ う。

コ ン ピュー タ室 へ の 関係 者 の 出入 の管 理 か ら,フ ァイ

ル な どの 保 管等 に つ い て は,今 後一 層,留 意 し て行 か な

けれ ば と考 え て い る。

つ ぎは コ ン ピ ュー タ処 理 に付 随 す る フ ァイル,消 耗 品

篭;の管 理 で あ る。

フ ァイ ル の 管理 は コ ン ピ ュー タ 自体 の 管 理 と と もに重

要 な 業 務 の 一 つ で あ る。 これ らは 当課 が 一 括 し て保 管 し

てお り,各 プ ロジ ェ ク トの 要求 に応 じて貸 出 し を して い

る。 その プ ロ ジ ェ ク トの 完了 ま で は,各 担 当者 の 管 理 に

まか せ て い るが,完 了 後 速 や か に 返 却 し て も ら って い

る。保 管 方法 と して は,緊 急 事 態 を考 慮 して,別 に保 管

場 所 を設 け る とか,再 製 不 能 な フ ァイ ル に つ い て もい ろ

い ろ な手 段 を とっ て万 全 を期 し てい る。

そ の他 コン ピ ュー タ処 理 に付 随 す る消 耗 品 の 管 理 も欠

か せ な い 業務 の一 つ で あ る。 ひ と口に 消 耗 品 とい って も

種 類 が 多 い。 用 紙(応 用 用 紙,コ ン ソー ル用 紙),カ ー ド

(コ ボ ル,フ ォー トラ ン,応 用,ス トライ プ入 り)リ ボ

ン(LP用,端 末 機 用,KP用)等 々 これ らの在 庫 ・発

注 管 理 を予 算 と見 比 べ な が ら実 行 す るに は結 構神 経 を使

う。

数 年 前 の石 油 シ ョッ クの と きには,用 紙 類 が 不 足 して

な か な か入 手 が で きず,東 奔西 走 し てや っ と購 入 し,急

場 を しの い だ 例 が あ った。 今 後 も この よ うな ケー スが 起

り得 な い と も限 らな い の で,こ れ らを 教訓 に,現 在 で

は,出 力 用紙 は,差 支 え な い範 囲 で,裏 面 を利 用 す るな

ど し て節 約 に つ とめて い る。

穿 孔 業 務 は,現 在i4名 の 女 性 が担 当 して い るが,大 量

の デ ー タ の穿 孔 作 業 は,外 部 パ ンチ セ ン ター に発 注 し て

い る。 し た が って,パ ン チ セ ン ター の 選 定 か ら納 期 の 管

理 に 至 る,外 注 管理 も当然 含 まれ て くる。

当 課 の 業 務 の あ らま しは,以 上 の よ うで あ るが,当 面

の 課 題 として,コ ン ピ ュー タの 効 率 的運 用,コ ン ピ ュー

タ室 の 保 全 お よび機 密 の保 護,消 耗 品等 の節 約等 々 に一

層 の 努 力 を す るつ も りで全 員 が 奮 闘 して い る。

(小野拓也 ・管理 課)

一28仁

L



ノ〃)DECジ ャー ナル

第5回 情 報 化 週 間 開 く

〈各地で多彩 な行事 ・催 し〉

)

昭和51年 度情 報化週 間は,こ としで第5回 を迎 え,さ る10月

1日 か ら7日 までを中心に全 国各地 で多彩 な行事 や催 しが行わ

れた。

まず,10月1日 東京 のホテル ・ニ ュ一方一夕ニで行われ た記

念 式典では植村情 報化週 間推進 会議議長(当 財 団会長)の 拶挨の

あ と通産,郵 政,運 輸,行 政管理庁,の 大臣,長 官の祝辞(代 読)

が あ り,つ いで情報化 に貢献の あった個人,企 業,団 体,優 秀 ・

情 報処理 システム及 び懸賞作文 ・論文入選者の表彰が行 われ た。

そして最後 に本年度情報化週間 アピールが発表 され た。

同週間 には当財 団 も「76生活 と情報化展」 をは じめ四 つの行

事 ・催物の主催,「 生活 と情 報化講演 と映画の会」,「ジ ュニア
・コンピ ュータセ ミナー」な どの共 催 を 通 じ,こ れに参加 し

た。 この うち記念式典の もよ うと東京で行われた当財団主催の

行事 ・催物のなかか ら,い くつか を写真で紹介す る。

なお,併 せ て本年度情 報化週間で表彰 を受 けた個人,企 業,

優秀情報処理 システムな どの内容 を30～31ペ ージに紹介す る。
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コンピュータと将棋 を指す米長八段(「 生活 と情報化展」一東武
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情報化促進貢献個人

大野 達男 野村コンピュータシス

テム㈱社長

北野 重雄 ㈱日本商工経済研究所
会長

窪田啓次郎 成腰大学教授

進藤 貞和 三菱電機㈱社長

服部 幸英

辰馬謹一郎

日本鋼管㈱情報システ

ム部重工造船設計シス

テム室長

山新運輸㈱社長

行廣 清美 働電気通信総合研究所

理事長

横山 保 大阪大学教授

渡辺 茂 東京大学教授

情報処理サービス業にあって業界の発展,技 術 の 向 上等に尽力するととも

に,産 業構造審議会委員等政府関係委員及び細日本情報センター協会の役員と

して情報化促進のために寄与した。

情報処理振興事業協会の初代理事長として情報処理産業の育成に努めるとと

もに産業構造審議会委員等政府関係委員として情報処理の振興及び普及に努め

た。

ファクシミリ通信全般にわたる技術,特 に行政ファクシ ミリ通信システムの

開発に指導的役割を果すとともに,電 子写真学会会長 として,フ ァクシ ミリの

普及発展に寄与し,ま ナこ,大 学で後進の育成に努めた。

永年にわた り,社 内の情報処理部門の育成,強 化にあたるとともに,情 報処

鍔頸 輪 会委員及び醐 魍 関剛 体の役員として情報処理産業の振興に努
設計 自動化等のシステムを開発するとともに造船における電子計算機処理技

術の国際交流を積極的に進める等造船業界の情報化の促進に努めた。

海運業界の情報化のための組織を確立するとともに,情 報処理に関する標準

化の推進に意欲的に取組む等情報化の促進に努めた。

データ通信制度の基礎作 りに努めるとともに,電 気通信総合研究所の理事長
として情報化に関する多くの研究を実施するなど情報化の進展に貢献した。

経営計画の分野で電子計算機の各種利用技術 に 関 す る業績を上げるととも

に,情 報処理に関する研究者の指導及び後進の育成に努めた。

電子計算機の応用技術に関し,CVS,CAIな どの社会 システム等の研究

開発を進めシステム工学の発展に寄与するとともに,国 産電子計算機の利用技

術とその普及に努めた。

情報化促進貢献企業

カネボウ化粧品㈱ 多種の生活用品の販売計画,生 産 ・物流管理,小 売店サービス,顧 客管理等を一括管
理する総合オンラインシステムを完成し物流コス トの低減等流通の合理化に寄与した

。関西
ペイント㈱ 多品種少量生産の塗料の生産,在 庫,販 売等の管理を総合的に行うオンラインデータ

ベースシステムを完成し,業 界内の先導的役割を果した。

竺 　タアプリケー 出馨㌫ 彊;ζ 誌;1霞 幕㌫ 竃麗 こ遍鴎 灘
進 とソフ トウェア産業の発展に寄与 した。

センチュリー リサーチセン 我が国における先駆的な計算センターとして,科 学技術分野を中心に優れたソフ トウ
ター㈱ エアの開発による情報処理サービスを提供し,情 報処理産業の発展に寄与するとともに

業界内の指導的役割を果した。

奈良県立情報処理教育センタ 各種の情報処理教育活動を幅広 く行 うことにより教育分野における情報化の促進に貢

献するとともに,教 育情報システムの研究開発を通じ情報処理教育センターの先導的役

割を果した。

福井商工会議所 中小企業の経理 ・会計業務,仕 入 ・販売 ・在庫管理業務等のシステム化 と技術者養成

を指導し,中 小企業の経営合理化に貢献するとともに,各 地の商工会議所の電子計算機

利用の指導に努めナこ。

京王帝都電鉄㈱ 情報化の推進に積極的に取組み列車運行の安全 ・定時 ・迅速化に努めるとともに旅客

サービスの改善,省 力化に寄与 した。

トナミ運輸㈱ 道路運送業務において・先進性・独創性 ともにす ぐれたオンラインシステムの開発を

行 う等常に業界の先導役として情報化の推進に積極的に取組み,業 界の情報化に寄与し
た。

日本電子計算㈱ 国内民間企業によるTSSサ ービスとしては,我 が国で先駆的に開始した企業であっ
て,自 社で開発した豊富なアプリケーションを有してお り,国 産技術の開発と情報化の
進展に寄与した。
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優秀情報処理システム

国金 総 合 オ ン ライ ン

シ ス テ ム

運転免許証即日交付
システム

酒 類 ・食 品 デ 一 夕ブ
ー ル シ ス テ ム

ニ ュー ス 自動集 配 信

シ ス テ ム

悉皆業管理システム ㈱銭

住 友倉 庫 総 合 オ ン ラ

イ ンシ ス テ ム

(ス トッ クス)

新 幹 線 運 転 管 理 シ ス

テ ム

(コ ム トラ ック)

フ ァク シ ミ リ電子 交

換 シス テ ム

国民金融公庫

愛知県警察本部交通部運転

免許試験場

東京都卸売酒販組合

㈹共同通信社

京

㈱住友 倉庫

日本国有鉄道

三菱重工業㈱

郵便番号自動読取区 東京芝浦電気㈱
分システム 日 本 電 気㈱

貸付回収等の業務処理か ら営業店における経理処理に至る会

計情報総合オンラインシステムであり,金 融機関の事務処理体

制の合理化 と顧客サービスの向上に貢献した。

漢字プリンターシステムとコンピュータシステムの結合によ

り,運 転免許証の申請か ら交付までの業務をリアルタイムに処

理し免許証の即日交付を可能にしたシステムであり,住 民サー
ビスの向上と事務の効率化に大 きく貢献した。

酒類 ・食品メーカーと卸売業者の共同利用による出荷,納 品

等の情報システムであり,流 通コス トの大幅な低減と流通の近

代化に貢献した。

内外か ら収集しtニ ュースを24時 間自動集配信するオンライ

ンシステムを完成しニュース伝達の迅速化,正 確 さの向上等に
より新聞作成工程の合理化に寄与した。

京都の地場産業である悉皆業(和 服や帯の加工,製 造工程を

管理する業)に おける発注,製 造,加 工,納 品,原 価計算等の
各種の業務を行うシステムであり,伝 統産業の近代化に大 きく

貢献した。

倉庫業における先進的全国オンラインシステムとして倉庫業
の省力化,近 代化に対応するとともに荷主への管理情報の提供

等優れた物流情報システムとしての機能を有 し,倉 庫業の新た

な進路の開拓に貢献した。

新幹線の迅速適確な運行管理のための画期的なシステムとし

て列車運行の安全の確保に貢献した。

電子交換を組み込んだ効率的なファクシミリ通信システムで

あり,従 来にない高度な処理を可能 とすることによって,企 業
活動の効率化に大 きく貢献した。

OCRに よる郵便番号自動読取区分機等電子技術を用いたi郵

便自動処理システムを開発することによって郵便の選別取揃え

か ら区分に至る作業の省力化を可能にし,郵 便サービスの向上

に多大の貢献をした。

懸賞作文 ・論文入選者

ω 小中学生の部

特 選 保健委員会の情報処理実践活動

佳 作 情報化社会

佳 作 考 える力をのばそう
一 コンビューのコウちゃんを通して一

佳 作 情報 と生活

佳 作 情報化社会における私の考え

佳 作 生活 と情報化

② 一般の部

特 選 私か ら見た情報教育
一コンピュータ学習への夢一

佳 作 情報化社会における医療
一癖の治療をめ ぐって一

佳 作 生活と情報化
一多情報社会の人間像一

佳 作 山の小さな分校で
一 「情報化」への夢 と現実 と一

佳 作 生活 と情報

佳 作 コンピュータに関する誤解について

徳山市立住吉中学校3年

千葉市立葛城中学校2年

常滑市立常滑小学校6年

福岡隻葉小学校6年

熊本大学教育学部附属申学校

熊本市立城西小学校4年

千葉県立千葉高等学校1年

会社員

東京都立白鴎高等学校1年

諭教

員

校
職

役

学

社

小
無

会

一31一

堂脇 智子

伊藤 浩司

伊藤実知子

堤 美佳
2年 渕川 聖子

森 光枝

藤代 一成

稲邑 清也

上田ゆか り

斉藤 敬亮

藤本 昌弘
水野 和彦
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∫了PZ)ECジ ャー ナ ル

JIPDECだ よ
(ジ プデ ッ ク)

り

◇ 映 画 「コ ン ピ ュー タの あ ゆ み」 完 成

当財 団 では 本 年 度情 報化 週 間 広 報 の一 環 とし て映 画

「コ ン ピ ュー タの あゆ み」 を作 成 し て い たが,こ の ほ ど

完 成 し た。

この 映 画 は,数 え る こ との歴 史 を ふ りか え りな が らコ

ン ビ。ユー タが どの よ うに 発達 して きた か を描 く こ とに よ

り,コ ン ピ ュー タ と生 活 との か か わ りを理 解 し て い ただ

こ うとい うね らい で,ソ ロパ ン な ど初 期 の計 算 用 兵 が ど

の よ うに して,今 日の よ うな コ ン ピ ュー タに 発 達 して き

たか 一 を現 存 す る資 料 や,ア ニ メー シ ョン に よ って わ

か りや す く描 きだ して い る。(16ミ リ,カ ラ ー,上 映 時

間26分)

◇ 大 阪 で シ ンポ ジ ウム を 開 催

当財 団 で実 施 して い る調 査 ・研 究 等 の 事業 の 成 果 発 表

をか ね て つ ぎの とお り情 報処 理 に関 す る シ ン ポ ジ ウ ムを

開 催 す る予 定 で あ る。

開 催 地

日 時

場

マ一

会

テ

詳 細 に つ い ては 当財 団 普及 課 〔(03)434

535)ま で

◇ 情 報 処 理 研 修 セ ン ター で 特 別 講 義 を 開 講

テ ー マ ・コ ン ピュー タ ・コ ミニ ュケ ー シ ョンの 最

近 の 動 向

日 時10月18日(月),19日(火)9:30～16:30

大 阪

11月30日(火)

12月1日(水)

大 阪 科 学 技 術 セ ン ター

・日本 語 情 報 処理 シ ス テ ムの動 向

・経 営 計 画 情 報 シ ス テ ムに 関 す る基 本 問題

・シ ス テ ム監 査 の あ り方

8211(内 線

20日(水)9:30～12:30

講 師 エリックG.マ ニング教授

(カナダ ・ウォータールー大学)

詳細については当財団情報処理研修センター 〔(03)

4356511〕 まで

◇調査団等の派遣状況

当財団では,海 外の情報処理事情の調査および国際会

議等の参加のナこめ,例 年欧米に調査団や調査員を派遣し

ているが,本 年度におけるこれまでの派遣状況および今

後の派遣予定は次のとお りである。

〈これまでの調査団等の派遣状況〉

調査団名または会議名

訪米マイクロプロセッサー
応用研究調査団

国連欧州経済委員会貿
易手続簡易化部会専門家会
議

こは会議名 期 間 訪 問 国

プ ロセ ッサ ー

団

5月9日
～5月21日

●

ア メ リカ

'

委員会化部会専門家 6月5日
～6月13日 ス イス,フ ラ ンフ

㌍ ε磐 ζ嚇 団エン順 器 品 ・・リカ

ナ シ ョナルTPBSの 開 発9月6日 西 ドイ ツ,ス ウ

に関 す る研 究 調 査 ～9月23日 エー デ ン

〈今後の派遣予定〉

調査団名または会議名 期 間 訪 問 国

諸外国 にお ける医療端 末 と
デー タベースの実態 と動向

調査団

10月16日
～11月5日

イ タ リア,ス イ ス

,西 ドイ ツ,オ ー
ス トリア,オ ラ ン

ダ,フ ラ ンス

海外における周辺装置の動
向調査団

10月20日
～11月5日 ア メ リカ

分散処理システムの現状と
今後の問題点調査団

10月23日 西 ドイ ツ,フ ラ ン
～11月8日 ス,イ ギ リス,ス

ペ イ ン

11月13日 ア メ リカ
～12月5日

f…一…一…一…・・…一…一…一…一…■■・…一…一…■…■…一"一 一 お ね が い 一'h-S-lt"一't-… 一■t■一…-tetbt■■一一■■・tt-ttS-…-rs'

i「JIPDECジ ャー ナ ル 」 送 付 先 の 確 認 に つ い て1

;毎 号JIPDECジ ャ ー ナ ル を お 送 り し て お り ま す が,住 所 変 更 そ の 他 の 理 由 に よ り返 送 と な る もの が ふ え1

藝 て ま い り ま し た の で,こ の た び 送 付 先 リ ス トを 整 備 す る こ と とい た し ま し た 。!

iつ きましては継続送付ご希望の場合はま・とにお手数です・・'・zl・誌挾込みのは・・きに氏名・会社名等をC"記i

i入 の上 ご返 送 下 さい ます よ うお 願 い い た し ま す。 ま た併 せNo27(今 号)の 内容,そ の 他 に つ きま し てC"意 見 をi

iお 聞 か せ願 え れ ば さい わい です 。i
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1.今 後 「JIPDECジ ャー ナ ル」継 続 送 付 の希 望 の 有 無

にっ い て お こ た え くだ さ い。

あ り な し

2.今 号 の 「JIPDECジ ャー ナ ル 」の な か で興 味 を もた

れ た記 事 は どれ で す か 。

イ.50年 度 事 業 の概 要 ロ.51年 度 事 業 計 画 の 概 要

ハ .海 外 の 情 報 産 業 二.POSシ ス テ ム需 要 予 測

ホ.中 小 企 業 向 け標 準 シス テ ム

へ .海 外 ニ ュー ス ト.提 供 ソ フ トウ ェ ア の 紹 介

チ.そ の 他()

3.そ の 他 ご意 見 が ご ざ い ま した らお 書 き くだ さ い。

(送付先)
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報 告 書,映 画,ス ラ イ ドの ご案 内

◇50年 度報告書

吟
●

海 外 情 報 処 理 の 現状 と展 望一 ア メ リ カ,西 ドイ ツ,フ ラン スー

海 外 の 情 報 産 業

メ リヤ ス工 業 シス テ ム化 に 関 す る調 査 研究 報 告 書

繊 維 産 業 の シス テ ム化情 報化 に 関 す る調 査報 告 け(lll)

一 縫 製 業 を 中心 と して一

経 営 計 画情 報 シス テ ムに 関 す る調査 研 究

経 営情 報 調 査報 告 書(珊)

総 合 貿 易情 報 シス テ ム調査 報 告 書(IV)

日本 語 情 報 処 理 シス テ ムの研 究 開 発

コ ン ピュー タ ・シス テ ムの評 価 に関 す る調 査研 究 報 告 書

一 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク形 成 へ の 課 題 一

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クJIPNETの 研 究 開 発

企 業 内情 報 処 理 教育 に関 す る実 態 調 査 報 告 書

討 議 コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク ア セ ス メ ン ト

オ ン ライ ン需 要 調 査 報 告 書(50年 度)

POSガ イ ドブ ック

POSの 常 識

POSシ ス テ ム需 要 予 測 報 告 書

POS海 外 事 情 調 査 報 告 書

わ が 国 にお け る シ ス テ ム監 査 の あ り方

分 類 番号

50-ROO1

50ROO2

50-ROO3

50ROO4

50-ROO5

50-ROO6

50SOO1

50--SOO2

50-SOO3

50-EOO1

価 格(一 般)

2,0001ij

3,300

3,200

在 庫

1,700

3,300

2,500

1,700

3,100

3,600

3,000

500

2,000

300

在 庫

〃

〃

価 格(賛 助 会 員)

1,6001り

2,600

2,600

な し

1,400

2,600

2,000

1,400

2,500

2,900

2,500

400

1,600

250

な し

映 画

P
●

題 名 仕 様
頒 布 価 格

賛助会員 一

経 営 とコ ン ピ ュー

タ

コ ン ピ ュー タ とソ

フ トウ ェア

116%カ ラー27分77,000円
'

84,000円

般

116%カ ラー26分77,000円84,000円

考 える企 業 16%・ ・-24分1・ ・,・⇒ ・8・… 円

私た ちの情 報戦略

明 日への健康 をめ
ざして
エ ネルギー と情報

処理

子供た ちとコンピ
ュー タ

16%・ ・-25分1・ ・・… 円 ・・・… 円

・6%カ ラー・・分 ・8,… 円1・6・ … 円

16%カ ラー30分88,000円96,000円

16%カ ラ・-25分75,000円81,000円

蒜 ピ　 タのあ1・・%・・-26分 未 定1未 定

※貸出料:賛 助 会員,一 般 とも1日2,200円

映 画 の頒 布 ま たは 貸 出 し ご希 望 の方 は 当財 団 広 報 課

(434-8211内 線525)ま で ご連 絡 くだ さい。

題 名

ス ラ イ ド・テキ ス ト

や さしい
FORTRAN

や さし い

COBOL

や さ しい コ ン ピ ュ
ー タ

私 達 の コ ン ピ ュー
タ

M:マ ウ ン ト,

仕 ス ラ イ

様`賛 助 会 員 一・
L
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ド!テ キ ス トi

般 賛 助会 員1般i
ill
l

_1

700rr」800円`

_i

4501i]550「1]

コ マ版S:ス トリ ップ,ロ ー ル版

%Tツ:半 分売 り,%セ ッ トSP:フ ジ ッ クスSP-5000用

※貸 出料:賛 助 会 員,一 般 と も1日1,000円

∠ ■■■薩'

上 記 報 告 書 お よ びス ライ ド・テ キ ス トの 頒 布 ま た は閲

覧 ご希 望 の 方 は 当財 団普 及 課(434-8211内 線535)ま

で ご連 絡 くだ さい。
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